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保健福祉センター次長 丹 野 景 広 国保関寛斎診療所事務長 ( 丹 野 景 広 )
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教育長の委任を受 教 委 次 長 有 田 勝 彦

けて出席した者の
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◎議事日程

日程 議 案 番 号 件 名

１ 会議録署名議員の指名

２ 会期の決定

３ 議案第７７号 専決処分の承認を求めることについて

４ 議案第７８号 町道路線の廃止について

５ 議案第７９号 町道路線の認定について

６ 議案第８０号 町税条例等の一部を改正する条例

７ 議案第８１号 陸別町国民健康保険税条例の一部を改正する条例

８ 議案第８２号 陸別町移動通信用鉄塔施設の設置及び管理に関する条例の一

部を改正する条例

９ 議案第８３号 陸別町農業委員会の委員の定数に関する条例

10 議 案 第８４号 平成２８年度陸別町一般会計補正予算（第９号）

平成２８年度陸別町国民健康保険事業勘定特別会計補正予算
11 議 案 第８５号

（第３号）

平成２８年度陸別町国民健康保険直営診療施設勘定特別会計
12 議 案 第８６号

補正予算（第３号）

平成２８年度陸別町簡易水道事業特別会計補正予算（第３
13 議 案 第８７号

号）

平成２８年度陸別町介護保険事業勘定特別会計補正予算（第
14 議 案 第８８号

２号）

平成２８年度陸別町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１
15 議 案 第８９号

号）

◎会議に付した事件

議事日程のとおり
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開会 午前１０時００分

○事務局長（吉田 功君） 御起立願います。

おはようございます。

町民憲章を斉唱いたします。

一つ、みんなで力を合わせ、ひろく産業をおこし、豊かな町を育てましょう。

一つ、みんなで教養を深め、たくましい心と体をつくり、北方文化のかおり高い町を育

てましょう。

一つ、たがいにむつみ、助けあい、だれもが生きがいをもてるあたたかい町を育てま

しょう。

一つ、たがいにきまりを守り、よい習慣をつくり、平和で明るい町を育てましょう。

一つ、恵まれた自然を生かし、住みよい環境をつくり、美しい町を育てましょう。

御着席ください。

────────────────────────────────────

◎開会宣告

────────────────────────────────────

○議長（宮川 寛君） ただいまから、平成２８年陸別町議会１２月定例会を開会しま

す。

谷議員より、陸別町議会会議規則第２条第２項の規定に基づく届け出書の提出により、

本日の会議は欠席となります。

────────────────────────────────────

◎諸般の報告

────────────────────────────────────

○議長（宮川 寛君） これから、諸般の報告を行います。

議会関係諸般の報告については、諸般報告つづりのとおりでありますので、御了承願い

ます。

────────────────────────────────────

◎町長行政報告

────────────────────────────────────

○議長（宮川 寛君） 町長から行政報告の申し出があります。

野尻町長。

○町長（野尻秀隆君）〔登壇〕 第３回臨時会以降の行政報告をいたします。

内容につきましては、お手元に配布している書面のとおりでございますが、口頭で１件

御報告いたします。

１１月２５日金曜日、午前７時２０分前、陸別町字陸別原野基線３２８番地２、陸別町

高齢者共同生活支援施設「福寿荘」で火災が発生し、木造平屋建て３７５.３平方メート

ルが全焼いたしました。今回の火災では、入居者の方々及び地域の皆様の御協力によりま
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して大事に至らなかったことが何よりの救いですが、避難の際にけがをされた方がおりま

して、一日も早い回復を願っているところであります。

なお、福寿荘の６名の入居者につきましては、現在３名が緑町の旧みどりハイツを利用

させていただき入居し、残る３名のうち１名がグループホームゆうの里に入所、１名が自

宅、１名が入院中となっております。

出火の原因につきましては、現在調査中でありますが、今後このような不祥事を二度と

起こさないように厳重に対策を講じてまいりたいと思っております。

以上、行政報告といたします。

────────────────────────────────────

◎教育関係行政報告

────────────────────────────────────

○議長（宮川 寛君） 次に、教育長から教育関係行政報告の申し出があります。

野下教育長。

○教育長（野下純一君）〔登壇〕 ９月定例会以降、本日までの主な教育関係の行政報告

を申し上げます。

口頭で２点、御報告申し上げます。

１点目は、一昨年、平成２６年１１月１１日、陸別小学校の理科の授業中に当時６年生

男子１名が実験中に目を負傷した事故について、２年が経過しておりますので、治療の経

過について御報告いたします。

昨年５月、旭川医大病院において目の表面に付着していたカルシウムを除去するための

手術を行い、６月１６日に退院した以降、引き続き旭川医大病院に２カ月に一度通院治療

を続けております。男子児童は現在、陸別中学校２年生に在籍しております。通常の活動

は送られておりますが、点眼や保護など欠かさず続けていかなければならない状況はこれ

までと変わりはありません。今後とも御家族には誠意を持って対応をしてまいります。

２点目ですが、全国大会及び全道大会の出場についてであります。

まず、全国大会でありますが、今月１２月２４日から岡山県倉敷市において開催されま

す第８回西日本選抜女子学童野球岡山大会に、陸別町野球少年団「陸別レッドイーグル

ス」に所属する２名の女子選手が北海道代表に選抜され、出場することが決定しました。

また、全道大会でありますが、１１月２０日、北見市で開催されました第３８回北見地方

アンサンブルフェスティバルにおいて、陸別リコーダーアンサンブルクラブが小学校部門

において２種目で金賞を受賞し、来月１月１０日、札幌市で開催されます第３１回全道リ

コーダーコンテストへの出場を決めております。

本定例会におきまして、両必要経費に係る関係予算を計上しておりますので、よろしく

御審議のほどお願いいたします。

以上で、教育関係の主な行政報告を終わります。

○議長（宮川 寛君） これで、行政報告を終わります。
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ただいまの報告にかかわる一般質問の通告は、本日午後５時までに提出してください。

────────────────────────────────────

◎開議宣告

────────────────────────────────────

○議長（宮川 寛君） これから、本日の会議を開きます。

────────────────────────────────────

◎日程第１ 会議録署名議員の指名

────────────────────────────────────

○議長（宮川 寛君） 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。

会議録署名議員は、５番山本議員、６番渡辺議員を指名します。

────────────────────────────────────

◎日程第２ 会期の決定の件

────────────────────────────────────

○議長（宮川 寛君） 日程第２ 会期の決定の件を議題にします。

本件については、１２月９日に議会運営委員会を開催し、本定例会の運営について協議

しておりますので、委員長より報告を求めます。

多胡委員長。

○３番（多胡裕司君）〔登壇〕 平成２８年陸別町議会１２月定例会の運営について、１

２月９日に開催いたしました議会運営委員会において慎重に協議しましたので、その結果

について御報告をいたします。

今定例会において町長から提出されました案件は、町道路線の廃止・認定、条例の制

定・一部改正、平成２８年度各会計補正予算など、合わせて１３件であります。議会関係

では、人権擁護委員候補者の推選につき意見を求めることについて諮問事項１件、一般質

問４名及び委員会の閉会中の継続調査を予定しております。

本定例会の会期についてでありますが、議案の内容等を総合的に勘案し、協議の結果、

会期は、お手元に配付いたしました予定表のとおり、本日から１２月１５日までの３日間

とすることに決定をいたしました。

なお、３日目の１２月１５日につきましては、予備の日とし、予定表のとおり議事が終

了しない場合について会議を開くことにいたしました。

次に、一括議題についてでありますが、議事の能率化を図る上から、提案理由が同一の

もの及び相互に関連性が高い議案については一括することとし、議案第７８号町道路線の

廃止について及び議案第７９号の町道路線の認定についての２件、議案第８４号から議案

第８９号までの平成２８年度各会計補正予算の６件をそれぞれ一括して説明を受けること

としました。

このうち、町道路線の廃止、認定についての２件につきましては、相互に関連性が高い

ため、質疑、討論を一括で行った後、採決は別々に行うこととし、各会計補正予算につき



― 6 ―

ましては、質疑、討論、採決はそれぞれ議案ごとに行うことにしましたので、御了承願い

ます。

以上のとおりでありますので、議員各位におかれましては特段の御協力をお願い申し上

げ、報告といたします。

○議長（宮川 寛君） お諮りします。

本定例会の会期は、ただいま議会運営委員長からの報告のとおり、本日から１２月１５

日までの３日間としたいと思います。御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（宮川 寛君） 異議なしと認めます。

したがって、会期は、本日から１２月１５日までの３日間とすることに決定しました。

次の日程に入る前に、本定例会の議案にかかわり、町長から議案書の訂正、説明資料の

修正、追加について説明したいとの申し出がありましたので、発言を許します。

佐々木副町長。

○副町長（佐々木敏治君） それでは、恐縮でありますけれども、議案集の２６ページを

お開きいただきたいと思います。

２６ページは、町税条例にかかわる附則の関係ですけれども、上から４行目、次条「第

３項」となっているかと思いますが、これを「第４項」に訂正をお願いしたいと思いま

す。その下、第２号になりますけれども、後段のほうで、及び次条「第２項」となってい

るかと思います。これを「第５項」に訂正をお願いしたいと思います。

以上が議案の字句の訂正でありまして、説明資料の関係で、まずナンバー２－２の町道

の関係ですけれども、差しかえをさせていただいております。同じくナンバー１２、これ

は介護保険の補正予算の資料でありますけれども、ナンバー１２をナンバー１２－１、１

２－２に、両面印刷の資料に差しかえをさせていただいております。

それから、本日ですけれども、説明資料として、追加資料ナンバー１として現行の高齢

者福祉ゾーンの施設の配置図をお手元に配付させていただいております。

以上で終わらせていただきます。

────────────────────────────────────

◎日程第３ 議案第７７号専決処分の承認を求めることについて

────────────────────────────────────

○議長（宮川 寛君） 日程第３ 議案第７７号専決処分の承認を求めることについてを

議題とします。

提案理由の説明を求めます。

野尻町長。

○町長（野尻秀隆君）〔登壇〕 議案第７７号専決処分の承認を求めることについてです

が、町所有建物の火災の発生等により、災害見舞金、建物の解体等の予算を補正する必要

が生じましたが、議会を招集するいとまがないと認めまして、専決処分を行ったところで
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あります。

その内容につきまして、議会に報告し、承認を求めるものであります。

内容につきましては、副町長から説明いたしますので、御審議のほどよろしくお願い申

し上げます。

○議長（宮川 寛君） 佐々木副町長。

○副町長（佐々木敏治君） それでは、議案第７７号について御説明を申し上げます。

まず、３ページになりますけれども、平成２８年度陸別町一般会計補正予算（第８

号）。

平成２８年度陸別町の一般会計補正予算（第８号）は、次に定めるところによる。

歳入歳出予算の補正。

第１条、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２,０００万２,０００円を追加

し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ４７億５,５３６万７,０００円とする。

第２項です。歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の

歳入歳出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」による。

それでは、歳出の説明の前に、専決処分をした考え方について御説明を申し上げたいと

思います。

先ほど、町長の行政報告でありましたように、１１月２５日に発生した平成１６年度に

陸別町が設置した福寿荘の火災でありますが、残念でありますけれども、全焼ということ

になりました。町としては、現在、入居されていた方の住宅の確保を第一に考えまして、

現在地に平成２９年度に建てかえをすると。できれば、特別な事情がない限りは来年１２

月ごろまでに入居していただきたいということで、専決処分をしたわけでございます。

ちなみに、この基本設計、実施設計、委託料ですけれども、まず仮に、今回の補正予算

で予算を計上しますと、まず、実施設計関係が平成２８年度内に納品が難しいと。そうす

ると建設が平成３０年度にずれ込むということになります。それと、仮に平成２９年度の

当初予算に計上しますと、完成が平成３０年度の秋ぐらいになると。そうすると１年間ま

た、さらに延びるというようなことがございます。したがって、今回、専決処分をさせて

いただいたところであります。

建てかえは現在地を考えておりまして、当然、用地のスペースの問題もございますけれ

ども、受託業者から現用地のスペースの中で、例えば建物の規模ですとか配置ですとか、

そういったことも提案を受けていきたいというふうに思っております。安全性も考慮する

ということで、スプリンクラーの設置など、そこら辺も含めて考えながら受託事業者から

の提案も受けていくと、そういう考え方に立っております。

図面等、年明けになるかと思いますけれども、図面などができましたら、議会にもお示

しして協議をしていきたいと、そのように考えているところであります。

１５節の解体費につきましては、もう既に１２月７日に入札を執行しまして、来週早々

には解体の工事に入っていきたいと。残念ながら時間が短くて、年明けまで工期があると
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いうことになります。

なお、先ほど説明しましたけれども、追加資料ナンバー１に現在の高齢者福祉ゾーンの

各施設の配置図を、現存の施設の配置図をお配りしておりますので、後ほどごらんをいた

だきたいと思っております。

それでは７ページ、歳出について説明を申し上げます。

３款民生費１項社会福祉費１目の社会福祉総務費２０節の扶助費３０万円ですが、災害

見舞金。福寿荘入居者６世帯に対して、１世帯５万円の６世帯分で３０万円であります。

町民災害見舞金交付要綱が町にございまして、それに基づいて単身世帯の場合は１世帯５

万円とございますので、それを根拠にして見舞金を予算計上しまして、既に支給済みであ

ります。

それから、２目の老人福祉費１３節委託料、先ほど説明した基本・実施設計費１,０９

８万５,０００円であります。これも１２月７日に、もう既に入札を執行しております。

それから、１５節工事請負費、建物解体８４８万７,０００円であります。これも１２

月７日に入札を執行しております。

それから、９款消防費１項消防費２目の災害対策費２０節扶助費２３万円。これは８月

の台風関連に係る避難勧告対象世帯２３世帯に１世帯１万円、２３万円の予算を計上しま

して、これも町民災害見舞金交付要綱に基づいて、もう既に支給済みであります。

以上で歳出を終わりまして、歳入、６ページに行きます。

１、歳入。

９款地方交付税１項地方交付税１目の地方交付税、財源は普通地方交付税２,０００万

２,０００円を今回歳入として交付税を充てました。補正後の２２億８,２５１万３,００

０円ですが、この内訳は、普通交付税が２１億２５１万３,０００円、特別交付税が１億

８,０００万円であります。現在、留保額は７,３０４万９,０００円となっております。

以上で議案第７７号の説明を終わらせていただきます。以後、御質問によってお答えを

したいと思っておりますので、御審議のほどよろしくお願い申し上げます。

以上です。

○議長（宮川 寛君） これから、専決処分の承認を求めることについて、平成２８年度

陸別町一般会計補正予算（第８号）の質疑を行います。

第１条、歳入歳出予算の補正全般について行います。

事項別明細書は、６ページから７ページまでを参照してください。

２番久保議員。

○２番（久保広幸君） ただいま、基本設計、実施設計の説明が副町長からございまし

て、今後、構想につきましては受託事業者からの提案も受けながらつくってまいりたいと

いう説明がありました。

それで、これは私も認識が不十分だったわけでありますが、この高齢者共同生活支援施

設の運営管理につきまして、私は、当初は運営全般を委託しているのだろうと思っていた
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のですが、聞くところによりますと、一部業務の委託だったと。例えば給食部門とか掃除

とか、だったと聞いていたのですが、今後の設計にも考える上で必要になりますが、委託

の内容をちょっとお聞きしたいと思います。

○議長（宮川 寛君） 丹野保健福祉センター次長。

○保健福祉センター次長（丹野景広君） 久保議員御指摘のとおり、一部業務委託であっ

たということは事実であります。

再建に向けては、今、ＮＰＯ、それから、関係している介護の、地域ケア会議等のメン

バーたちにもいろいろ聞いております。北勝光生会の方々ともいろいろ情報を聞きなが

ら、どんな管理をしていったらいいのかということを今検討中でございます。実際には、

２４時間管理が一番望ましいとは思うのですが、それに限りなく近い状況で、できる限り

の対応をしていきたいというふうに、現在のところは考えているところです。

以上です。

○議長（宮川 寛君） １番中村議員。

○１番（中村佳代子君） 現在、みどりハイツに住んでいる方たちは、あと１年ぐらいそ

ちらのほうに入居することになると思うのですけれども、福寿荘と同じような金額で入居

しているのでしょうか。金額とか生活費はどうなっているのでしょうか。

○議長（宮川 寛君） 丹野保健福祉センター次長。

○保健福祉センター次長（丹野景広君） 入居に関する費用ということでございますね。

北勝光生会のほうと協議をさせていただいて、若干狭くなるという部分等考慮していただ

きまして、現在よりは安価な金額に設定をさせていただいております。

以上です。

○議長（宮川 寛君） ほかに。

３番多胡議員。

○３番（多胡裕司君） それでは、質問させていただきます。

今回、このような形で本当に残念ですけれども、火災が生じたということで早急に建て

るという、だからこそ専決処分なのかなと思いますけれども、今、副町長のほうからいろ

いろな形で示されたわけなのですけれども、やはり一番のことは、私も安全面だと思って

います。それで、今回スプリンクラーですとか上がってきたのですけれども、どうせ建て

る以上は、やはり安心・安全で入居。また、今回、火災に遭われた方のケアですとか、そ

ういうことも考えて、同じ入居者など入るということになっていますので、なるべくそう

いう面を考慮しながらきちんと対応していただきたい。また、夏場においては暑いですか

ら、やはり私はクーラーというものもつけてもいいかなと思っています。そういう面で、

家族の皆さん、入居する皆さんにいい建物だなと言われるような建物、同じ轍を踏むなと

いうことも私は難しいと思います、このことに関しては。

ただ、火のもとを断つ、そういうものを持ち込まないとか、そういうことも条例の見直

しの中に入ってくるのであれば、私はここで、できた条例も見直すことも一つのことかな
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と思っています。例えば入居者でひとり暮らしをする方、独立して生活する方があります

が、年々高齢になってきます。足腰も弱ってきますし、介護認定の必要な方も中には出て

くるかなと思っています。そういう面で、いち早くそういう介護認定もきちっとした中で

いろいろな施設もありますので、そういう入居。

それと、今回、本当に同一なものを建てるのか、さらにもう少し何か、中に入っている

入居者の皆さんが和気あいあいとするそういうスペースは、そういう集会所ということで

もないのですけれども、そういうものを考えているのかなと。いろいろな場面で、出てき

た段階で、やはり議会側にもいろいろ、コンクリートでなくて説明をして、きちっとした

建物を建てることをお願いいたします。

○議長（宮川 寛君） 佐々木副町長。

○副町長（佐々木敏治君） いろいろと御指摘がありましたけれども、意見として賜っ

て、今後の協議の中で検討していきたいうというふうに思っております。

ちなみに、現在ですけれども、火災に遭った福寿荘は６戸なのですね。まず、そこを

ベースにしながらアルファ分のニーズ、それを踏まえて、あと、最大でいくと１０戸ぐら

い、スペースとしてはちょっと厳しいかもしれませんけれども、そういった中で業者から

の提案も、配置ですとか規模とか、そういったことも受けていきたいなと、そのように

思っております。

以上です。

○議長（宮川 寛君） ほかに。

６番渡辺議員。

○６番（渡辺三義君） 先ほど、議員も言われたように、残念な結果になってしまいまし

て、今回、町から被災者に対して５万円が払われました。そういうことで、皆さんあそこ

に入ってくる方というのは、それぞれに大事な財産とか、そういうものを持ち込んで入っ

ていらっしゃる方がほとんどかなという感じがいたします。そういうことで、本来であれ

ば、民間アパートでしたら火災保険というのは強制的に入っているような状況でございま

すので、これから検討されるのであれば、できるだけ入居者に対しても火災保険に入って

いただくような形の、そういうこともちょっと検討していったらどうかなというふうに考

えます。その辺いかがでしょうか。

○議長（宮川 寛君） 佐々木副町長。

○副町長（佐々木敏治君） 見舞金の５万円というのは、先ほど言いましたように、町の

規定に基づいて支給していると。これの判断が、額が高いのか低いかというのはこれは別

の議論だと思っていますから、そこは御理解いただきたいと思います。ただ、民間アパー

トで入る火災保険、動産の部分、これについては私どももちょっと考えていましたので、

可能性があるかないかも含めて考えていきたいなというふうには思っています。

以上です。

○議長（宮川 寛君） ４番本田議員。
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○４番（本田 学君） 先ほど、多胡議員が言ったような感じで、今こういうふうになっ

たので、これからよりいいものということのこれからの話も、ハード面のこともあるので

すけれども、きのう、たまたま火災に遭われたおばあちゃんが、うちで長靴も売っている

ので、長靴を買いに来たのですけれども、ちょうど火事の前に長靴を買いに来て、それが

燃えてしまったということで、きのう、来たのですよね。

お話をいろいろしたら、火事が起きたときはもう逃げるので必死で怖さというのはあれ

だったのですけれども、今、このぐらいになってきたら、また思い出してきて余計に体が

震えるという話を聞いたので、来年１２月までの間に福寿荘にということなので、議員協

議会のときにも心のケアのことを言ったのですけれども、できれば、次の入居のときま

で、定期的なのか不定期なのかではないのですけれども、今おられた６人の方、入院され

たり、施設をかわったりしていると思うのですけれども、次の新しい福寿荘に入りたいと

いうことを、きのう、いろいろお話しした中に、それまで元気でいたいというようなこと

も言っていましたので、ぜひ長いケアをしてもらって、何とか立派な施設に入りたいとい

うことを言っていたので、お願いしたいなと思います。

○議長（宮川 寛君） 丹野保健福祉センター次長。

○保健福祉センター次長（丹野景広君） 心のケアの部分につきましては、私どもも

重々、日々行っているつもりでございます。包括のほうの保健師が、今、定期的に伺った

り、あと、うちの保健センターの職員が様子を見に行くということで、最初のうちは毎日

のように行っていたのですが、最近は１週間に１回、２回程度で様子を伺いに行っている

ところです。話を聞いてあげるということだけで大分癒やされているということがありま

すので、それは続けていきたいなというふうに考えております。

介護状態とかが進行しない限りは、今、皆さん、入っていた方々には既得権というわけ

ではないですが、新しくできたら入っていただけるようにというふうには考えてございま

す。

以上です。

○議長（宮川 寛君） これで質疑を終わります。

これから、討論を行います。

討論はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（宮川 寛君） 討論なしと認め、これで終わります。

これから、議案第７７号専決処分の承認を求めることについてを採決します。

お諮りします。

本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（宮川 寛君） 異議なしと認めます。

したがって、議案第７７号は、原案のとおり承認されました。
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────────────────────────────────────

◎日程第４ 議案第７８号町道路線の廃止について

◎日程第５ 議案第７９号町道路線の認定について

────────────────────────────────────

○議長（宮川 寛君） 日程第４ 議案第７８号町道路線の廃止について、日程第５ 議

案第７９号町道路線の認定についての２件を相互に関連あるものとして一括議題としま

す。

質疑、討論も一括することとし、採決は議案ごとに行うことにしておりますので、あら

かじめ御了承願います。

提案理由の説明を求めます。

野尻町長。

○町長（野尻秀隆君）〔登壇〕 議案第７８号町道路線の廃止についてですが、北海道横

断自動車道網走線建設に伴い当該路線の起点及び終点が変わるため、当該路線を廃止する

ものであります。

続きまして、議案第７９号町道路線の認定についてですが、北海道横断自動車道網走線

建設に伴う補償道路として施工するため、当該路線を町道として認定するものでありま

す。

以上、議案第７８号及び第７９号の２件を一括提案させていただきます。

内容につきましては、建設課長から説明させたいと存じますので、御審議のほどよろし

くお願い申し上げます。

○議長（宮川 寛君） 高橋建設課長。

○建設課長（高橋 豊君） それでは、私のほうから議案第７８号、議案第７９号を一括

して説明していきたいと思います。

まず最初に、議案第７８号町道路線の廃止についてでございます。

今、町長より提案の理由がありましたが、現在、帯広開発建設部で進めております北海

道横断自動車道網走線のうち、小利別－日宗間の約４.１キロの建設に伴い機能補償道路

として施工するために、議案第７８号では町道２路線を廃止し、議案第７９号では４路線

を改めて町道認定するものでございます。

最初に、議案第７８号町道路線の廃止についてを説明いたします。

箇所図は、資料ナンバー１ですので、御参照していただきたいと思います。

箇所図の上端の中央部には、小利別市街ということで黒字でちょっと太字で書いてある

と思うのですけれども、小利別市街が上のほうで、上端のほうへ行くと置戸方面、そして

下に下ると陸別町市街というような図面になっております。今、説明した小利別市街の太

字で書いたちょっと下のほうに国道２４２号線、その左側に道道苫務小利別停車場線の表

示があると思います。その道道のちょっと左に白抜きの二重線があると思うのですけれど

も、これが北海道横断自動車道ということになります。それを下のほうに行くと、一応表
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示で北海道横断自動車道という表示が書かれていると思います。今回、町道路線の廃止及

び認定の位置的な関係につきましては、日宗に住んでおられました村松宅の南西方向に当

たります。

資料ナンバー１の中ほどに、四角の枠で、今回、町道路線を廃止する２路線であります

日宗５号支線、そしてもう一つが、分線日宗２号支線があると思います。それぞれ引き出

し線で起点と終点をおのおの表示をしております。

最初に、日宗５号支線から説明をいたします。

起点は陸別町字クンネベツ２９番地の１で、道道苫務小利別停車場線を起点として、終

点は陸別町字ポントシュベツ３９番地の２６で、これは行きどまりの路線となっておりま

す。延長につきましては９９７.５メートルで、幅員は４メートルの砂利道ということに

なります。

次に、分線日宗２号支線を説明いたします。

起点は陸別町字陸別原野東３線７８番地の１で、町道分線日宗線を起点といたしまし

て、終点は陸別町字ポントシュベツ３９番地の１７で、道道苫務小利別停車場線が終点と

なります。延長は１,７００.４０メートルで、幅員は４.０メートルの砂利道となってお

ります。

後ほど、議案７９号のほうで説明はいたしますが、町道日宗５号支線では起点の変更、

町道分線日宗２号支線では終点の変更ということになります。

それでは、議案集８ページに戻り、議案第７８号町道路線の廃止についての条文を読ま

せていただきます。

道路法第１０条第１項の規定により、次の路線を廃止する。

１、廃止する路線。

路線番号、４９。

路線名、日宗５号支線。

起点、陸別町字クンネベツ２９番地の１。

終点、陸別町字ポントシュベツ３９番地の２６。

路線番号、１３１。

路線名、分線日宗２号支線。

起点、陸別町字陸別原野東３線７８番地の１。

終点、陸別町字ポントシュベツ３９番地の１７。

道路法第１０条第１項の規定につきましては、都道府県知事または市町村長は、都道府

県道または市町村道について、一般の交通の用に供する必要がなくなったと認める場合に

ついては、当該路線の全部または一部を廃止することができる。路線が重複する場合にお

いても同様とする。

この条項により、路線を廃止するものでございます。

手続といたしましては、同法の第１０条第３項の規定により、路線を廃止または変更し
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ようとする場合の手続につきましては、路線の認定の手続に準じて行われなければならな

いという規定から、あらかじめ当該市町村の議会の議決を経なければならないこととなっ

ております。

次に、議案第７９号町道路線の認定についてを説明いたします。

先ほど議案第７８号でも説明いたしましたが、北海道横断自動車道網走線の建設に伴い

機能補償道路として施工するために、今回新たに町道を認定するものでございます。

箇所図については、資料ナンバー２－１と２－２で、資料ナンバー２－２については、

拡大図となっております。

資料ナンバー２－１を御参照していただきたいと思います。

位置的には議案第７８号と同様に、日宗の村松宅の南西方向に位置しております。資料

中、四角の枠で囲ったのが、今回認定していただく４路線ということになります。おのお

の引き出し線が各路線の起点と終点を表示しております。

次に、資料ナンバー２－２の拡大図のほうで説明をしていきたいと思います。

全体的な説明といたしましては、現在、供用中である町道１路線に対して２路線に分け

て、供用中の路線と機能補償道路で、今後、整備する区間等を分けるものでございます。

それでは、例といたしまして町道日宗５号支線で説明していきたいと思います。

資料ナンバーの２－２の下のほうに引き出し線で、町道日宗５号支線と書かれておりま

して、終点というふうに書かれておりますが、太字で斜めにずっと上がっていくと町道日

宗４号支線の起点というふうに表示されておりますが、この区間が、先ほど議案第７８号

で廃止をしようとする路線でございます。

なお、この路線については、現在、供用中ということでございます。当然、日宗５号支

線の終点の位置と日宗４号支線の起点とは、先ほど廃止した議案第７８号の起点、終点と

同じということになります。

帯広開発建設部が、今回、機能補償工事として施工する区間は、日宗５号支線のほうで

説明いたしますと、図面の、先ほどの中ほど左側のほうに、町道日宗４号支線の終点と書

かれているところから、ちょっと上のほうに行きまして、町道日宗５号支線起点という区

間があると思うのですけれども、この区間が帯広開発建設部で施工する区間ということに

なります。よって、帯広開発建設部が機能補償工事として施工した場合、今回、認定して

いただく町道日宗４号支線につきましては、廃止ということになります。

それでは、議案集９ページに戻り、議案第７９号町道路線の認定についての条文を先に

読ませていただきます。

道路法第８条第２項の規定により、次の路線を町道に認定する。

１、認定する路線。

路線番号、１５５。

路線名、分線日宗２号支線。

起点、陸別町字陸別原野東３線７８番地１。
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終点、陸別町字ポントシュベツ原野西３線９番地１。

路線番号、１５６。

路線名、日宗３号支線。

起点、陸別町字ポントシュベツ３９番地１７。

終点、陸別町字ポントシュベツ３９番地１７。

路線番号、１５７。

路線名、日宗４号支線。

起点、陸別町字クンネベツ２９番地１。

終点、陸別町字クンネベツ２９番地１。

路線番号、１５８。

路線名、日宗５号支線。

起点、陸別町字ポントシュベツ３９番地１７。

終点、陸別町字ポントシュベツ３９番地２６。

道路法第８条第２項の規定は、市町村区域に存ずる市町村道を認定しようとする場合に

おいては、あらかじめ当該市町村の議会の議決を経なければならないという規定でござい

ます。今回この規定により、町道を新たに路線認定するものでございます。

次に、各路線ごとに説明をしていきたいと思います。

路線番号１５５。

分線日宗２号支線の起点は町道分線日宗線で、終点は道道苫務小利別停車場線で、延長

が、今度は約２,００３メートルで、供用区間が１,５６５メートル、幅員４.０メートル

の砂利道。帯広開発建設部が施工する機能補償区間といたしまして約４３８メートル、幅

員６.５メートルで、舗装道路として施工する予定でございます。この区間は、当然、帯

広開発建設部の施工する区間については、現在、未供用区間となっております。

なお、幅員だとか構造が変わっているのは、北海道横断自動車道網走線を施工するため

に幅員だとか路盤構造が変わっております。

次に、路線番号１５６。

日宗３号支線の起点は分線日宗２号支線で、終点は道道苫務小利別停車場線、延長は約

１３５メートルで、幅員４.０メートルの砂利道であります。現在、この区間について

は、供用中ということになります。この路線も、分線日宗２号支線の機能補償区間とし

て、帯広開発建設部から機能補償道路として引き継がれれば、当然この路線は廃止される

路線でございます。

次に、路線番号１５７。

日宗４号支線の起点につきましては道道苫務小利別停車場線で、終点につきましては日

宗５号支線、延長は約１６１メートル、幅員４.０メートルの砂利道でございます。これ

につきましても、現在、供用中ということになります。この路線につきましては、当然、

先ほど説明した日宗５号支線の機能補償道路が引き継がれれば、廃止される路線でござい
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ます。

路線番号１５８。

日宗５号支線の起点につきましては分線日宗２号支線で、終点は畑の行きどまりという

ことになります。延長につきましては約１,３７７メートル、供用区間が約８３６メート

ルで、幅員４.０メートルの砂利道であります。帯広開発建設部が施工する機能補償区間

が約５４１メートルで、幅員が４.０メートルの砂利道ということになります。当然この

区間については、未供用区間ということになります。

以上、簡単でございますが、議案第７８号町道路線の廃止について、議案第７９号町道

路線の認定についての説明とさせていただき、以後、御質問によりお答えしていきたいと

思いますので、御審議のほどよろしくお願いいたします。

○議長（宮川 寛君） これから、議案第７８号及び議案第７９号の質疑を一括して行い

ます。質疑はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（宮川 寛君） これで質疑を終わります。

これから、討論を行います。討論はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（宮川 寛君） 討論なしと認め、これで終わります。

これから、議案第７８号町道路線の廃止についてを採決します。

お諮りします。

本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（宮川 寛君） 異議なしと認めます。

したがって、議案第７８号は、原案のとおり可決されました。

次に、議案第７９号町道路線の認定についてを採決します。

お諮りします。

本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（宮川 寛君） 異議なしと認めます。

したがって、議案第７９号は、原案のとおり可決されました。

１１時まで、休憩いたします。

休憩 午前１０時４９分

再開 午前１１時００分

○議長（宮川 寛君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。

────────────────────────────────────

◎日程第６ 議案第８０号町税条例等の一部を改正する条例

────────────────────────────────────
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○議長（宮川 寛君） 日程第６ 議案第８０号町税条例等の一部を改正する条例を議題

とします。

提案理由の説明を求めます。

野尻町長。

○町長（野尻秀隆君）〔登壇〕 議案第８０号町税条例等の一部を改正する条例について

ですが、地方税法等の一部を改正する等の法律、地方税法施行令等の一部を改正する等の

政令並びに所得税法等の一部を改正する法律、外国人等の国際運輸業にかかわる所得に対

する相互主義による所得税等の非課税に関する法律施行令等の一部を改正する政令が公布

されたことに伴い、所要の改正を行おうとするものであります。

内容につきましては、町民課長から説明させたいと存じますので、御審議のほどよろし

くお願い申し上げます。

○議長（宮川 寛君） 芳賀町民課長。

○町民課長（芳賀 均君） それでは、私から議案第８０号町税条例等の一部を改正する

条例を説明いたします。

議案集の１０ページをごらんください。

本改正は、ただいま、町長が述べました提案理由により改正を行おうとするものであり

ますが、ただいま述べました法律等のうち地方税法等の一部改正につきましては、ことし

の３月３１日に公布されておりまして、当町において、その法改正のうち本年４月１日か

ら適用となる固定資産税に係る部分の条例改正を、ことしの３月３１日付で専決処分し、

５月９日開会の第１回臨時会で承認をいただいたところでございます。

今回、条例改正をお願いするのは、その法改正に基づいた平成２９年１月１日、同じく

平成２９年４月１日及び平成３０年１月１日適用の内容に関する部分となります。

なお、３月３１日に法律が公布された後に、ことし、安倍首相が６月１日の記者会見

で、平成２９年４月に予定していた消費税率の１０％の引き上げを平成３１年１０月まで

２年半延期する方針を正式発表しまして、その後、８月２４日に閣議決定されておりま

す。この消費税増税延期に伴う法改正に基づいた条例改正は、年明け後の３月定例会で審

議をお願いする予定としておりますので、あらかじめ御了承をお願いいたします。

では、議案書をごらんください。

今回の改正は、まず、第１条、町税条例（昭和３７年陸別町条例第１号）の一部を次の

ように改正する。

ここで、陸別町税条例の改正と、それから、２４ページをお開きください。２４ページ

の上から６行目の第２条、町税条例等の一部を改正する条例（平成２６年陸別町条例第１

１号）の一部改正と、その次のページ、２５ページの中ほどになりますが、表の下、第３

条、町税条例等の一部を改正する条例（平成２７年陸別町条例第１３号）の一部改正の条

建ての構成となっております。

なお、先ほどの平成２６年陸別町条例第１１号は平成２６年第２回臨時会、それから、
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平成２７年陸別町条例第１３号は平成２７年第２回臨時会において、それぞれ議決をいた

だいております。

なお、今回の説明に際しましては、法律の改正によって条や項がずれたりしたものを整

備したり、削除したり、また、それに伴う条、項の繰り上げ等につきましては、説明を簡

略化、または省略させていただきまして、内容が改正された部分のうち主要な部分を重点

的に説明させていただきますので、よろしくお願いいたします。

それから、説明資料としましては、新旧対照表と概要を整理した資料を配付させていた

だいておりますが、まず、議案説明資料ナンバー３－１をごらんいただきたいと思いま

す。

この資料は、今回の改正内容の構成を適用月日別、そして、項目別に整理したものであ

ります。本日は、この概要資料に沿って説明をいたします。

早速でありますが、最初に、平成２９年１月１日適用の内容は、ローマ数字で示してお

りますが、Ⅰ番の延滞金の計算に係る改正とⅡ番の特例適用利子等及び特例適用配当等に

係る個人町民税の課税の特例の規定の二つの内容となっております。

まず、Ⅰ番目の延滞金の計算に係る改正では、条例第９条、条例第３４条、条例第３９

条、条例第４０条で条文の整備をしております。

ここで、議案説明資料３－８の別紙２をごらんいただきたいと思います。

改正の内容は、個人町民税・法人町民税に係る課税額の変更による延滞金計算期間の見

直しであります。この資料では、本当にシンプルな例を一つ挙げまして説明をしたいと思

います。

①の当初申告額から、納付後に②で一度減額更正した場合、その後、③で増額更正場合

というケースがあります。その増額更正した額に対する延滞金の計算期間が、現行では、

右側に変更前と示しておりますが、当初、納付したときから増額分を納付するときまでと

され、延滞金が発生しておりました。改正では、その間は延滞金を課さないこととする内

容となっております。⑤の変更後の下のところで説明をしております。この経過措置とし

ましては、施行日以後に新条例に規定する納期限が到来する個人の町民税に係る延滞金に

適用するとしております。

資料ナンバー３－１に戻っていただきます。

次に、ローマ数字Ⅱ番の特例適用利子等及び特例適用配当等に係る個人町民税の課税の

特例の規定について説明いたします。

まず、この規定に至る経緯について説明を申し上げます。

日本は、現在までに９７の国と地域との間で租税条約を締結し、二重課税を回避してお

ります。台湾とは租税条約を締結できる関係にありませんが、平成２７年１１月に民間

ベースによる日台民間租税取り決めというものが交わされ、この内容の実施に向けて国内

法の整備がされ、法改正によって町税条例の特例を規定するために条例の一部を改正する

ものであります。
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内容としましては、国税である所得税は二重に課税しないこととなりますが、個人町民

税の課税においては、町内に住所を有する個人が台湾の金融機関等で得られる利子等や配

当等は分離課税として申告していただき、当該額の１００分の３の税率を所得割として課

すということであります。つまり、附則第２０条の２というのは台湾のことを規定してお

りまして、これによって繰り下がった附則第２０条の３で、現在までの租税条約を締結し

ている９７の国と地域のことを規定しております。

この経過措置としましては、提案理由にあります、所得税法等の一部を改正する法律に

より、「外国人等の国際運輸業に係る所得に対する相互主義による所得税等の非課税に関

する法律」という名称が、「外国居住者等の所得に対する相互主義による所得税の非課税

等に関する法律」に全面改正となったために、施行日以後は、改正後の法律の規定を適用

するとしております。

次に、議案説明資料３－２をごらんいただきたいと思います。

平成２９年４月１日適用の内容が６項目あります。

Ⅰ番目が、納税証明事項に係る規定の改正です。

条例第７条で、軽自動車税を種別割に改めるという改正ですが、地方税法の改正で、軽

自動車税に環境性能割が新設されますので、言葉を整理するために、現在「軽自動車税」

と言っていた名称を「種別割」とするものであります。言いかえますと、軽自動車税のう

ち、購入する際に支払っていただくのが環境性能割で、その後、毎年支払っていただくの

が種別割ということになります。

Ⅱ番目は、法人町民税の税率の改正であります。

内容は、消費税率１０％段階において、地域間の税源の偏在性を是正し、財政力格差の

縮小を図るため、法人町民税、法人割の引き下げに合わせて地方法人税の税率の引き上げ

を行い、その税収を交付税の原資とするというものであります。下げ幅は３.７％という

ことで、当町は制限税率を適用しておりますので、現行「１２.１％」を「８.４％」に改

正するというものであります。

経過措置につきましては、平成２９年４月１日以後に開始する事業年度から適用すると

し、平成２９年４月１日以前に開始した事業年度分の町民税については、現行の率とする

ことを規定しております。

ローマ数字のⅢ番目は、軽自動車税・環境性能割の新設による改正であります。

地方税において、消費税率の１０％の引き上げとともに廃止される自動車取得税にかわ

り導入される車体課税として環境性能割が新設されたことによりまして、規定の改正を行

おうというものであります。このことに関連するものが、資料の算用数字であらわしてお

りますとおり、条ずれの改正を含めまして１３の条及び附則の改正となっております。

資料３－３をお開きください。

この中で、特に３番目をごらんいただきたいと思います。条例でいいますところの第６

９条の軽自動車税のみなす課税について説明をいたします。
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これは、購入方法がローンで買った場合、割賦販売などで債権者が所有権保有のままで

取得された場合は、買い主、つまり使用者を所有者とみなして課税するという内容であり

ます。

次に、５番をごらんください。条例第６９条の４であります。

環境性能割の税率に係る規定の追加であります。税率は、燃費基準達成度等に応じて決

定し、下の表の本則の税率が基本となります。ただし、条例附則第１５条の６の規定によ

りまして、当分の間は表の二重線枠の率とする内容であります。

ここで、ちょっと補足をさせていただきますと、この資料の①番、電気自動車に関して

非課税となっておりますが、この部分につきましては、実は条例には載ってございませ

ん。これは、地方税法の中で規定されている内容であります。つまり、今回の条例の中で

盛り込まれているのは、②、③、④についてでございます。

次に、１０番、１１番、１２番の内容であります。

条例附則第１５条の２、環境性能割の賦課徴収、条例附則第１５条の３、減免、条例附

則第１５条の４、申告納付の取り扱いなど、当分の間北海道が行うという内容でありま

す。

そして１３番目、条例附則第１５条の５で、その賦課徴収に要する費用を町が北海道に

交付する規定の内容となっております。

次に、資料３－４をごらんください。

ローマ数字のⅣ番、軽自動車税・種別割に係る改正について説明をいたします。

この内容は、条例第７０条から条例第７８条までと条例附則第１６条、それから平成２

６年改正条例附則第６条について、現行の軽自動車税が種別割に名称変更されたことによ

る改正となります。２番の納期の変更を除きまして、規定の趣旨の改正はありません。

ここで、納期の変更について説明を申し上げます。

現行は、資料の下線で示しておりますとおり、納期が「４月１１日から４月３０日」と

なっております。これを「５月１日から５月３１日」までと改正したいとするものであり

ます。

その理由といたしましては、昨年の事例で申しますと、軽自動車税に係る法律の改正が

３月末に成立しまして、国からの通知が４月中旬になりました。また、軽自動車協会から

の３月における移動情報がやはり４月中旬になっていることから、いずれも賦課手続や納

付書の発布に支障が出ております。実際は、法律の改正に関しましては専決処分で対応さ

せていただいており、５月納期としましても、この対応は同じとなりますが、管内状況を

見ますと、当町以外は全て５月以降の納期となっておりますことも鑑みまして、情勢の変

化に対応するという観点から、改正をお願いするものであります。

この種別割に関する経過措置につきましては、平成２９年度以後の年度分に適用し、平

成２８年度分までの軽自動車は、現行の規定のとおりとするということであります。

次に、資料３－５、ローマ数字のⅤ番、軽自動車税・種別割のグリーン化特例の１年延
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長についてであります。

これは、資料３－４の下段の１０番の関連で、先ほど言いました議案書の２４ページで

すが、条例の第２条、平成２６年改正条例附則第６条の表中の内容となります。条例附則

第１６条、軽自動車税の種別割の税率の特例に係る規定の改正であります。

内容は、適用期間として平成２８年４月１日から平成２９年３月３１日までの間に取得

された一定の軽自動車、低燃費・低排出ガスについて、税率を軽減するというものであり

ます。

ここでポイントのみを申し上げますと、低燃費・低排出ガス等の基準は現行、つまり平

成２６年に改正した内容と同じであります。税率を軽減する経過年度は、平成２９年度の

みであります。

次に、ローマ数字のⅥ番、町たばこ税に関する経過措置についてであります。

これは、条例第３条、平成２７年改正条例附則第５条第７項の改正となりますが、ここ

では、たばこ税のほか法人町民税や特別土地保有税の申告書の提出期限を一度に定めてお

りますが、今回、最初のほうで説明いたしました延滞金の計算に係る規定の町税条例第９

条の改正において、第２号、第３号で軽自動車税環境性能割に関する取り扱いを新たに規

定しまして、法人町民税の規定を新たに第５号、第６号で規定したことによる関連の改正

となっております。

次に、平成３０年１月１日適用の内容を説明いたします。

特定一般用医薬品等を支払った場合の医療費控除の特例に係る規定の追加であります。

条例附則第６条になります。

先に、ここの資料の概要を読み上げます。

地方税法の改正により、一定の要件を満たした上で、平成３０年度から平成３４年度ま

での各年度の個人町民税に限り、特定一般用医薬品等購入費が１万２,０００円を超える

場合、その超える部分の金額を総所得金額等から控除する医療費控除の特例が新設された

ことによる規定の追加であります。

このことは、町民の皆様にとって非常に身近な規定となりますので、より詳しく説明を

いたします。議案説明資料３－６の別紙１を用いて説明いたします。

今後使われる言葉の意味などを最初に説明いたします。

医療費控除の特例というのは、国においてはセルフメディケーション税制と表現したり

しています。このセルフメディケーションという言葉は、「自分自身の健康に責任を持

ち、軽度な体の不調は自分で手当てすること」とＷＨＯ（世界保健機関）で定義づけられ

ております。国では、このセルフメディケーションを今後推進していこうと考えていると

いうことであります。

次に、先ほど申しました概要の説明に出てきました特定一般用医薬品というのは、通称

でスイッチＯＴＣ医薬品と言われております。これまで医師の判断でしか使用できなかっ

た医薬品、つまり医師が書いた処方箋がないと買えなかった医薬品が、市販薬として薬局
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でも買えるようになった薬をいいます。

次に、概要の説明にありました一定の取り組みというのは、資料にあります５種類のこ

とを言います。一定の取り組みが要件となりますので、その年にこれらの健診等のどれか

を受けていることが特例控除の前提となります。その対象は、自己または自己と生計を一

にする配偶者、その他の親族ということであります。

次に、現行の医療費控除の概要を改めて説明いたします。

資料の①のほうを使って説明しますと、現行では、支払った医療費の額から１０万円を

除いた金額が医療費控除額となります。今回新たに規定される医療費控除の特例の概要

は、支払ったスイッチＯＴＣ医薬品購入対価から１万２,０００円を除いた金額がスイッ

チＯＴＣ薬控除額となり、その最高限度額が８万８,０００円となります。

説明資料３－７に移ります。

この施行月日につきましては、所得税において施行月日を平成２９年１月１日とし、平

成２９年分所得から適用されることを踏まえ平成３０年１月１日とし、平成３０年度以後

の年度分の個人住民税について適用することとする経過措置を規定しております。つま

り、平成２９年１月１日から平成３３年１２月３１日までの間に支払った対価が特例控除

となります。

ここでポイントとなるのが、現行の医療費控除と本特例とは選択制となるということで

あります。併用することはできません。よって、人によってそれぞれどちらか控除額が大

きいほうを選択していただくことになります。資料には、特例措置を選択した場合のイ

メージを国の資料をもとに載せておりますが、ここでは個人住民税のみを抜粋しておりま

す。このほかに、国税である所得税についても同様の特例措置が規定されております。

控除対象となるスイッチＯＴＣ医薬品のパッケージには、今後、資料にあります共通識別

マークがつくことになっております。また、薬局で発行されるレシート等にはセルフメ

ディケーション税制対象商品のみの合計額を分けて記載する旨業界団体へ国から通知され

ております。来年１月１日以降、特に薬局を利用される方におきましては、レシート等を

大切に保管して平成３０年の確定申告から活用していただきたいと思います。

次に、議案集２５ページ中段の附則をごらんいただきたいと思います。

施行期日を定めた附則であります。冒頭部分を読み上げます。

施行期日。

第１条、この条例は、平成２９年１月１日から施行する。

なお、ここで、ただし書き以下の執行期日についてと経過措置による適用月日に関しま

しては、個々の説明の中でふれておりますので、割愛させていただきたいと存じます。

以上で説明を終わらせていただきますが、以後、御質問によってお答えをしてまいりま

すので、御審議のほどよろしくお願いいたします。

○議長（宮川 寛君） これから、質疑を行います。質疑はありませんか。

３番多胡議員。
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○３番（多胡裕司君） 特定医薬品と、ありますよね。これは、医師の処方箋なしに薬局

等で買う医薬品のことだと思うのですけれども、例えばどういうものが対象になるのです

か。

○議長（宮川 寛君） 芳賀町民課長。

○町民課長（芳賀 均君） これは、厚生労働省にメーカーから申請をしまして、承認さ

れたものがどんどん今追加されておりまして、現在１,５００以上の医薬品が対象になっ

ております。湿布薬から頭痛薬から、いろいろな薬が対象になっております。それを識別

するものとして、先ほど申しました、パッケージに控除対象医薬品ということで今後表示

されますので、それで区別していただければと思います。

以上であります。

○議長（宮川 寛君） ３番多胡議員。

○３番（多胡裕司君） それで、先ほど言った、レシート等を大切に保管して使ってくだ

さいというのは、そこでしょうか。

○議長（宮川 寛君） 芳賀町民課長。

○町民課長（芳賀 均君） そういうことになります。

つまり、人それぞれと言いましたのは、病院にかかっての医療費の比重が高い方、それ

で、なおかつ一定の所得、例えば２００万円以上の所得のある方では１０万円を超えての

控除になりますね。ですから、その内容が、特定医薬品の比率が高い方で、例えば１０万

円を超えていないような方がそういったレシートを持っておりますと控除対象になる可能

性があります。（「８万８,０００円までと言いましたか」と発言する者あり）１０万円

ですね、１万２,０００円を引いてですから。

これは一概に言えませんが、今申しました比率によって変わってきますが、ざっくりと

したラインとしましては１８万８,０００円をラインとして、それを超える方は現行の医

療費控除のほうが対象になる可能性が高いと思いますけれども、それ以下の方は内容を吟

味していただいて、どちらが有利かということで控除申請をしていただくことになりま

す。

○議長（宮川 寛君） ３番多胡議員。

○３番（多胡裕司君） そこら辺の説明を町民の皆さんにどういった形でお知らせをする

のかなと思うのですよね。そこら辺の説明を最後にお願いします。

○議長（宮川 寛君） 芳賀町民課長。

○町民課長（芳賀 均君） 国のほうでは、先ほど申しましたように３月３１日の公布を

もって、それ以降いろいろな形で広報されておりますが、町としましては、この改正案を

可決いただければ、早速、町広報紙等を使ってあらゆる説明をさせていただきたいと存じ

ております。

○議長（宮川 寛君） ほかに。

（「なし」と呼ぶ者あり）
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○議長（宮川 寛君） なければ、これで質疑を終わります。

これから、討論を行います。討論はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（宮川 寛君） 討論なしと認め、これで終わります。

これから、議案第８０号町税条例等の一部を改正する条例を採決します。

お諮りします。

本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（宮川 寛君） 異議なしと認めます。

したがって、議案第８０号は、原案のとおり可決されました。

────────────────────────────────────

◎日程第７ 議案第８１号陸別町国民健康保険税条例の一部を改正する条例

────────────────────────────────────

○議長（宮川 寛君） 日程第７ 議案第８１号陸別町国民健康保険税条例の一部を改正

する条例を議題とします。

提案理由の説明を求めます。

野尻町長。

○町長（野尻秀隆君）〔登壇〕 議案第８１号陸別町国民健康保険税条例の一部を改正す

る条例についてですが、所得税法等の一部を改正する法律が公布されたことに伴い、所要

の改正を行おうとするものであります。

内容につきましては、町民課長から説明させたいと存じますので、御審議のほどよろし

くお願い申し上げます。

○議長（宮川 寛君） 芳賀町民課長。

○町民課長（芳賀 均君） では、私から議案第８１号陸別町国民健康保険税条例の一部

を改正する条例を説明いたします。

議案集の２８ページをごらんください。

本改正は、町長がただいま述べましたとおり、平成２８年法律第１５号所得税法等の一

部を改正する法律が公布されたことに伴い、国民健康保険税条例の一部改正を行おうとす

るものでありますが、この説明に際しましては、今回の改正によって項がずれたりしたも

のを整備したり、また文言の整理等の説明を省略させていただきまして、内容が改正され

た部分のうち主要な部分を重点的に説明させていただきますので、よろしくお願いいたし

ます。

説明資料としましては、新旧対照表と概要を整理した資料を配付させていただいており

ますが、概要を整理した資料で説明いたします。

議案説明資料ナンバー４の１をごらんいただきたいと思います。

特例適用利子等及び特例適用配当等に係る国民健康保険税の課税の特例の規定について
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を説明いたします。

この規定につきましては、先ほど、町税条例等の一部改正についての議案において個人

町民税に関する部分で経緯等を説明いたしましたので、経緯等は省略させていただきます

が、内容は、台湾との関係において国税である所得税は二重に課税しないこととなります

が、町内に住所を有する個人が台湾の金融機関等で得られる利子等や配当等は分離課税と

して申告していただき、国民健康保険税の算定に用いる総所得金額に当該金額を含めると

した規定の追加であります。つまり、今回追加の附則第１０項と附則第１１項は、台湾の

ことを規定しており、これによって繰り下がった附則第１２項と附則第１３項で租税条約

を締結している９７の国と地域のことを規定しております。

次に、議案集２９ページ中段の附則をごらんいただきたいと思います。

施行期日等を定めた附則であります。

施行期日。

１、この条例は、平成２９年１月１日から施行する。

次に、適用区分について説明をいたします。

内容は、冒頭に申しました所得税法等の一部を改正する法律が公布され、外国人等の国

際運輸に係る所得に対する相互主義による所得税等の非課税に関する法律が、議案に記載

の外国居住者等の所得に対する相互主義による所得税等の非課税等に関する法律に全面改

正となったため、今回の改正で追加する附則第１０項と附則第１１項は、改正後の法律を

適用するとしたものであります。

以上で説明を終わらせていただきますが、以後、御質問によってお答えをしてまいりま

すので、御審議のほどよろしくお願いいたします。

○議長（宮川 寛君） これから、質疑を行います。質疑はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（宮川 寛君） これで質疑を終わります。

これから、討論を行います。討論はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（宮川 寛君） 討論なしと認め、これで終わります。

これから、議案第８１号陸別町国民健康保険税条例の一部を改正する条例を採決しま

す。

お諮りします。

本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（宮川 寛君） 異議なしと認めます。

したがって、議案第８１号は、原案のとおり可決されました。

────────────────────────────────────

◎日程第８ 議案第８２号陸別町移動通信用鉄塔施設の設置及び管理に
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関する条例の一部を改正する条例

────────────────────────────────────

○議長（宮川 寛君） 日程第８ 議案第８２号陸別町移動通信用鉄塔施設の設置及び管

理に関する条例の一部を改正する条例を議題とします。

提案理由の説明を求めます。

野尻町長。

○町長（野尻秀隆君）〔登壇〕 議案第８２号陸別町移動通信用鉄塔施設の設置及び管理

に関する条例の一部を改正する条例についてですが、陸別町移動通信用鉄塔施設をＵＱコ

ミュニケーションズ株式会社に貸し付けするため、所要の改正を行おうとするものであり

ます。

内容につきましては、町民課長から説明させたいと存じますので、御審議のほどよろし

くお願い申し上げます。

○議長（宮川 寛君） 芳賀町民課長。

○町民課長（芳賀 均君） それでは、私から議案第８２号陸別町移動通信用鉄塔施設の

設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例を説明いたします。

議案集の３０ページをごらんください。

これは、条文を読み上げさせていただきます。

陸別町移動通信用鉄塔施設の設置及び管理に関する条例（平成９年陸別町条例第７号）

の一部を次のように改正する。

第３条中「株式会社エヌ・ティ・ティ・ドコモ、ＫＤＤＩ株式会社及びソフトバンクモ

バイル株式会社」を「株式会社エヌ・ティ・ティ・ドコモ、ＫＤＤＩ株式会社、ソフトバ

ンクモバイル株式会社及びＵＱコミュニケーションズ株式会社」に改めるであります。

第３条は、施設の貸し付けを規定しております。

この施設の設置に至る経緯について概要を説明いたします。

今から約２０年ほど前の携帯電話が地方に普及し始めたころの時期になりますが、当町

は人口が少ない地域ということで、携帯事業者が費用対効果の面から通話エリアの拡大に

二の足を踏んでいました。そこで、町として、住民の通信環境整備のために平成８年度に

携帯事業者を誘致すべく鉄塔施設を設置し、現在まで３社の携帯事業者に貸し付けを行っ

ております。今回、４社目となりますＵＱコミュニケーションズ株式会社から施設の借用

についての要望があり、貸し付けを行おうとするものであります。

附則を読み上げます。

この条例は、公布の日から施行する。

以上で説明を終わらせていただきますが、以後、御質問によってお答えをしてまいりま

すので、御審議のほどよろしくお願いいたします。

○議長（宮川 寛君） これから、質疑を行います。質疑はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）
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○議長（宮川 寛君） なければ、これで質疑を終わります。

これから、討論を行います。討論はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（宮川 寛君） 討論なしと認め、これで終わります。

これから、議案第８２号陸別町移動通信用鉄塔施設の設置及び管理に関する条例の一部

を改正する条例を採決します。

お諮りします。

本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（宮川 寛君） 異議なしと認めます。

したがって、議案第８２号は、原案のとおり可決されました。

次の議題に入る前に暫時休憩し、多胡議員は農業委員会会長席に移動してもらいます。

暫時休憩します。

休憩 午前１１時４１分

再開 午前１１時４１分

○議長（宮川 寛君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。

────────────────────────────────────

◎日程第９ 議案第８３号陸別町農業委員会の委員の定数に関する条例

────────────────────────────────────

○議長（宮川 寛君） 日程第９ 議案第８３号陸別町農業委員会の委員の定数に関する

条例を議題とします。

提案理由の説明を求めます。

野尻町長。

○町長（野尻秀隆君）〔登壇〕 議案第８３号陸別町農業委員会の委員の定数に関する条

例についてですが、農業協同組合法等の一部を改正する等の法律の施行に伴い、農業委員

会等に関する法律が改正されたため、所要の制定を行おうとするものであります。

内容につきましては、総務課長から説明させたいと存じますので、御審議のほどよろし

くお願い申し上げます。

○議長（宮川 寛君） 早坂総務課長。

○総務課長（早坂政志君） それでは、議案第８３号について説明をいたします。

まず、農業委員の任命につきましては、議案説明書により説明をいたしますので、議案

説明書の資料ナンバー６をごらんください。

農業協同組合法等の一部を改正する等の法律が平成２７年８月２８日に成立しまして、

同年９月４日に公布されております。これによりまして、農業委員会等に関する法律が改

正されました。この改正によりまして、農業委員につきましては、従前の公選制を廃止

し、この法の第８条第１項で、農業委員は市町村長が議会の同意を得て任命する、このこ
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とが規定されております。また、同条第２項におきまして、委員の定数は農業委員会の区

域内の農業者の数、農地面積、その他の事情を考慮して、政令で定める基準に従い条例で

定めると規定されました。このことから、このたび本条例を制定しようとするものであり

ます。

委員の選任の方法につきましては、２番目の農業委員の選任の方法のとおりとなってお

ります。

３の農業委員会の委員に関する経過措置としましては、法の附則第２９条第２項におき

まして、この法律の施行の際、現に在任する農業委員会の委員は、その任期満了日までの

間に限り、なお従前の例により在任するものとすると規定されております。

それでは、議案集の３１ページをごらんください。

陸別町農業委員会の委員の定数に関する条例。

農業委員会等に関する法律第８条第２項の規定に基づき、陸別町農業委員会の委員の定

数は、１０人とする。

附則としまして、施行期日。

１、この条例は公布の日から施行する。

陸別町農業委員会の選挙による委員の定数に関する条例の廃止。

２、陸別町農業委員会の選挙による委員の定数に関する条例は、廃止するであります。

なお、現在の農業委員は、選挙による委員が７名、推選による選任委員が３名の合計１

０名であります。本件につきましては、１１月１７日に陸別町農業委員会に諮問を行いま

して、１１月２９日付で陸別町農業委員会の委員の定数は１０人とするとし、現行の委員

数を維持することが適当であると判断した、ということで答申を受けております。

雑駁ではありますが、以上で議案第８３号の説明とさせていただき、以降、御質問によ

りお答えをしてまいりますので、御審議のほどよろしくお願いいたします。

以上であります。

○議長（宮川 寛君） これから、質疑を行います。

２番久保議員。

○２番（久保広幸君） 説明資料６、３の農業委員会の委員に関する経過措置であります

が、単純な質問で申しわけないのですが、農業協同組合法等の一部を改正する等の法律の

附則第２９条第２項で、今、総務課長が説明いたしましたように、特例の経過措置が設け

られているわけでありますが、公選で今選ばれている７人についてでありますが、選挙に

よる委員の全員が全てなくなったときがなくなった日ということでありまして、この経過

措置の任期の満了日というのはいつになるのか、お伺いいたします。

○議長（宮川 寛君） 早坂総務課長。

○総務課長（早坂政志君） 現在の委員の任期は、来年の７月１９日であります。

以上です。

○議長（宮川 寛君） ほかに。
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（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（宮川 寛君） なければ、これで質疑を終わります。

これから、討論を行います。討論はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（宮川 寛君） 討論なしと認め、これで終わります。

これから議案第８３号を採決しますが、多胡農業委員会長は議席にお戻り願います。

暫時休憩します。

休憩 午前１１時４７分

再開 午前１１時４７分

○議長（宮川 寛君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。

議案第８３号陸別町農業委員会の委員の定数に関する条例を採決します。

この採決は、起立によって行います。

本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。

（賛成者起立）

○議長（宮川 寛君） 起立全員です。

したがって、議案第８３号は、原案のとおり可決されました。

昼食のため、午後１時まで休憩いたします。

休憩 午前１１時４８分

再開 午後 １時００分

○議長（宮川 寛君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。

────────────────────────────────────

◎日程第１０ 議案第８４号平成２８年度陸別町一般会計補正予算（第

９号）

◎日程第１１ 議案第８５号平成２８年度陸別町国民健康保険事業勘定

特別会計補正予算（第３号）

◎日程第１２ 議案第８６号平成２８年度陸別町国民健康保険直営診療

施設勘定特別会計補正予算（第３号）

◎日程第１３ 議案第８７号平成２８年度陸別町簡易水道事業特別会計

補正予算（第３号）

◎日程第１４ 議案第８８号平成２８年度陸別町介護保険事業勘定特別

会計補正予算（第２号）

◎日程第１５ 議案第８９号平成２８年度陸別町後期高齢者医療特別会

計補正予算（第１号）

────────────────────────────────────

○議長（宮川 寛君） 日程第１０ 議案第８４号平成２８年度陸別町一般会計補正予算

（第９号）から日程第１５ 議案第８９号平成２８年度陸別町後期高齢者医療特別会計補
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正予算（第１号）まで６件を一括議題とします。

提案理由の説明を求めます。

野尻町長。

○町長（野尻秀隆君）〔登壇〕 補正予算案、議案第８４号平成２８年度陸別町一般会計

補正予算（第９号）ですが、既定の歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ４,０８０

万７,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ４７億９,６１７万４,

０００円とするものであります。

続きまして、議案第８５号平成２８年度陸別町国民健康保険事業勘定特別会計補正予算

（第３号）ですが、既定の歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ２００万円を追加

し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ４億９,８５４万９,０００円とするものであ

ります。

続きまして、議案第８６号平成２８年度陸別町国民健康保険直営診療施設勘定特別会計

補正予算（第３号）ですが、既定の歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ１０５万

１,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ４億５,０６２万７,００

０円とするものであります。

続きまして、議案第８７号平成２８年度陸別町簡易水道事業特別会計補正予算（第３

号）ですが、既定の歳入歳出予算の総額から、歳入歳出それぞれ３２１万９,０００円を

減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１億９,６９６万円とするものでありま

す。

続きまして、議案第８８号平成２８年度陸別町介護保険事業勘定特別会計補正予算（第

２号）ですが、既定の歳入歳出予算の総額から、歳入歳出それぞれ４０４万９,０００円

を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３億２６０万８,０００円とするもの

であります。

続きまして、議案第８９号平成２８年度陸別町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１

号）ですが、既定の歳入歳出予算の総額から、歳入歳出それぞれ８４万２,０００円を減

額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ４,０３０万８,０００円とするものであり

ます。

以上、議案第８４号から議案第８９号まで６件を一括提案いたします。

内容については、副町長から説明申し上げますので、御審議のほどよろしくお願い申し

上げます。

○議長（宮川 寛君） 佐々木副町長。

○副町長（佐々木敏治君） それでは、議案第８４号から第８９号まで一括して説明をさ

せていただきます。

まず、議案第８４号平成２８年度陸別町の一般会計補正予算（第９号）は、次に定める

ところによる。

歳入歳出予算の補正。
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第１条第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後

の歳入歳出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」による。

繰越明許費。

第２条、地方自治法第２１３条第１項の規定により、翌年度に繰り越して使用すること

ができる経費は、「第２表繰越明許費」による。

地方債の補正。

第３条、地方債の追加、変更は、「第３表地方債補正」による。

それでは、事項別明細書、歳出、１３ページをお開きください。

１３ページ、歳出であります。

２款総務費１項総務管理費１目一般管理費７節賃金６,０００円。これは臨時事務職員

の賃金ですが、１０月からの最賃制の改正による不足分の追加です。

それから、９節旅費、普通旅費３９万６,０００円。これは、４月１日付で採用した職

員３名の赴任旅費の不足分であります。

１９節負担金補助及び交付金、負担金６０万円。北海道自治体情報システム協議会への

負担金ですが、マイナンバー制度における電算システムの改修の追加分であります。児童

手当システム、それから国民健康保険システム、介護保険システム、この三つに係る負担

金となります。

なお、これは、平成２７年度の繰越明許費で見ている分と今年度の見ている分の合算し

た金額となります。

それから、２目の文書広報費１２節役務費、通信運搬費２１万３,０００円は、庁舎の

の郵便料の不足分の追加になります。

それから、５目の財産管理費１３節委託料７９万円。地籍図修正でありまして、当初は

１７１件分を見ておりましたけれども、御存じのとおり、高規格道路の関係で見込みが２

７１件ということで１００件ぐらいの増となりました。それに伴う不足分７９万円の追加

の補正です。

それから、１５節工事請負費５９万１,０００円の減額。建物解体ですが、これは旧陸

別館、花むすびのところの解体費の入札執行残です。

それから、１７節公有財産購入費１７万３,０００円、土地購入費です。これは、資料

ナンバー７をごらんいただきたいと思います。

資料ナンバー７は、公有財産購入の位置図でありまして、このたび、財務省、帯広財務

事務所との関係ですが、旭町の旧森林管理署の土地になります。太い線で囲っている部

分、ここを購入する考え方です。目的としては、住宅用地ということになります。面積が

３,６４９.３８平米、予算が１７万３,０００円ということで格安になっておりますけれ

ども、実は、この地下に、建物を解体したときの基礎部分が残っておりまして、その部分

を考慮して１７万３,０００円ということで、安価で国と話がついたと、そういうふうに

なっております。
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それでは、１３ページ、予算書のほうにお戻りください。

２５節積立金７２３万１,０００円ですが、これは基金の積立金になります。まず、財

政調整基金の積立２２３万４,０００円。これは寄附８件です。実は、８月の台風被害の

復旧に係る財源で、財政調整基金から６,０００万円を取り崩して財源に充当しておりま

すので、今回、災害対策支援金ということで寄附が８件ありましたので、２２３万４,０

００円を財政調整基金のほうに戻したということになります。それから、ふるさと整備基

金積立金１２万５,０００円。これは寄附４件です。それから、町有林整備基金積立金４

８７万２,０００円。これは森林保険金を充当しております。この７２３万１,０００円に

ついては、同額が歳入のほうでも出てきます。

それから、６目の町有林管理費、役務費１,７５０万８,０００円の減額。手数料になり

ます。

次のページになります。

気象災等被害地造林事業（町有林）２２万６,０００円の減額。これは平成２５年の雪

害に係る造林事業であります。それから、造林の単独事業２万８,０００円。これは事業

費確定見込みによる減額。それから、森林環境保全整備事業（国有林分収林）１,５０１

万４,０００円の減額ですが、これは上陸別地区の間伐で２９.５４ヘクタールですが１,

４９０万２,０００円を含んでおりまして、これはヤツバキクイムシの被害による事業の

中止になります。

なお、資料ナンバー８の備考欄に中止とございますが、これは、今言いました上陸別も

そうですが、旧鉄道林の準備地ごしらえ、釧北分、これもヤツバキクイムシ被害による事

業の中止となっております。それから、森林環境保全整備事業（町有林）１８３万７,０

００円の減額。これもヤツバキクイムシの被害による中止になります。旧鉄道林、釧北、

準備地ごしらえ５ヘクタール分です。それから、森林災害共済４０万３,０００円。これ

は、国有林の分収林の間伐中止による減額となります。

１９節負担金補助及び交付金３万６,０００円の減額。森林認証取得負担金ですが、こ

れは、負担割合の変更に伴う減額となります。

それから、７目の企画費１９節負担金補助及び交付金２,１６７万５,０００円の今回補

正でありますが、まず補助金で、地域間幹線系統路線維持費補助金７８７万５,０００

円。これは、資料ナンバー９がありますので後でごらんいただきたいのですが、北見バ

ス、それから十勝バスの運行に係る赤字補塡分の補助金となります。十勝バスにおいては

４７８万６,０００円、北見バスは３０８万９,０００円、合わせて７８７万５,０００円

の補助金となります。

ちなみに、平成２７年度と比較しますと、十勝バスにおいては１４６万７,０００円の

増、北見バスにおいては１１６万５,０００円の増となっております。したがって、今年

度７８７万５,０００円と平成２７年度を比較しますと、２６３万２,０００円の、平成２

８年度においては負担増となります。それから、民間活用住宅建設事業１,３８０万円。



― 33 ―

これは、従業員住宅、社宅、単身者６戸分であります。後ほど説明しますけれども、これ

は繰越明許費ということでお願いをしたいというふうに思っております。

それから、９目の交通安全対策費１５節工事請負費８万３,０００円の減額。施設整備

改修ですが、交通安全灯ＬＥＤ化取りかえ工事の入札執行残になります。

それから、１１目交流センター管理費７節賃金、臨時管理人賃金２万２,０００円です

が、これは最賃制の改正に伴う追加分。

それから、１１節需用費１１万円、燃料費。これも追加となります。

それから、次のページ、委託料１７９万３,０００円。施設設備修繕ですが、これは交

流センターの給水給湯用ボイラーの制御盤の改修の委託料であります。平成５年に設置し

てから故障がちで、現在、部品がないということと、もう２３年経過しているということ

での改修となります。

それから、１２目の銀河の森管理費１１節需用費２９万７,０００円、修繕料。これは

コテージ１棟の給湯器の修繕であります。平成１１年に設置してから１７年経過しており

まして、部品もないということと、現在故障しておりますので、その修繕となります。

それから、１３節委託料７３万５,０００円。これはコテージ村管理の追加の補正にな

ります。当初よりも利用者が増加しておりまして、当初の稼働率は２８％で予算を見てお

りましたけれども、現在、見込みとして３５％の稼動率と。当初から見ますと７％増の稼

働率ということになります。

３款民生費１項社会福祉費１目社会福祉総務費１９節負担金補助及び交付金。まず負担

金、北海道自治体情報システム協議会５０万８,０００円ですが、まず、資料ナンバー１

０がありますので、後ほどごらんいただきたいと思いますけれども、平成２９年度で出す

臨時福祉給付金（経済対策分）の電算システムの改修を今年度実施するということになり

ます。給付金関係は平成２９年度の当初予算に上げると、そういう中身になります。それ

から、障害程度区分認定審査会共同設置２７万４,０００円。これは、御存じのとおり、

池北三町認定審査会負担金の追加分でありまして、当初、国、道からの補助金を見込んで

おりましたけれども、今回、国、道の補助金が廃止されたと。そういったことで追加の負

担金２７万４,０００円となります。

それから、２０節扶助費２１０万円。身体障害者更生医療給付費ですが、これは人工透

析者１名が新規に増となりました。１０月から３月までの５カ月分であります。

ちなみに、当初は４名でしたが、今度１名ふえることによって、５名となります。

それから、２８節繰出金１６万円の減額。これは、介護保険事業勘定特別会計への操出

金１６万円の減額。

２目の老人福祉費８節報償費２２万円の減額。敬老祝い金でして、これは確定見込みに

よる減額になります。死亡、転出などがございますが、長寿で１件１０万円、それから米

寿で４件１２万円の減額となります。

１４節使用料及び賃借料１６４万円の減額。これは、老人緊急通報システム借上料の減
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額でして、今年度１１月から契約となったために、４月から１０月までの７カ月分の減額

となります。

それから、１５節工事請負費５３１万円。これは福寿荘側のふれあいの郷の壁の改修工

事になります。一部損傷ということで５３１万円。

それから、１９節負担金補助及び交付金７０４万８,０００円。後期高齢者医療広域連

合への負担金ですが、平成２７年度分の精算に伴っての追加の負担金となります。

それから、２項の児童福祉費２目の児童福祉施設費１９節負担金補助及び交付金２万

１,０００円。給食の負担金です。保育所園児の、当初、月平均６４名で見ておりました

けれども、実積精査の結果、大体見込みとして月平均１名の増と。そういったことで２万

１,０００円の追加の補正となります。

それから、３目の児童措置費２０節扶助費１５５万５,０００円。これは児童手当に係

る節でありまして、実積と見込みによる精査の結果、１５５万５,０００円の追加の補正

となります。内訳はここに記載のとおりですが、全体の人数として、当初では２１２名を

見ておりましたけれども、見込みとして２２９名ということで１７名増の見込みと。そう

いうことで不足分の追加となります。

４款衛生費１項保健衛生費１目の保健衛生総務費、負担金補助及び交付金５９万８,０

００円の減額。まず負担金ですが、十勝圏複合事務組合４万８,０００円の減額。これは

高等看護学院の負担金の確定による減額。それから、補助金の帯広厚生病院運営事業５５

万円の減額ですが、これは要因が２点ほどございまして、まず一つは、平成２６年度から

補助金を予算で見て計上しておりましたけれども、その当時は特別交付税が１００％ござ

いました。救急救命センター、小児救急医療、周産期医療、小児医療、精神医療、この不

採算５部門の赤字分についての負担を補助金として出したわけですが、今回、平成２８年

度当初予算においては、従来の考え方で１７９万円ほど予算を計上しておりますけれど

も、今年度、特別交付税制度が改正になりまして、１００％が８０％に変更になりまし

た。あわせて精神医療、これについても都道府県が負担した場合は特別交付税措置がある

ということで、管内市町村は精神医療を除く４部門を対象にして負担の見直しをしまし

た。その金額が陸別町は１２４万円ということで、差額５５万円の減額となります。

それから、２目の保健衛生施設費１２節役務費２万６,０００円。これは電話料ですけ

れども、居宅介護支援事業所を設置したということと、保健指導の関係で町民への連絡で

すとか日程調整ですとか、そういったことで電話の増がございまして、電話料が不足する

ということでの追加の補正となります。

次のページ、２項清掃費２目の塵芥処理費１９節負担金補助及び交付金５３万６,００

０円の減額。池北三町行政事務組合の負担金の確定見込みに伴う減額となります。

それから、３項水道費２目の水道費２８節繰出金１万９,０００円の減額。これは簡易

水道事業特別会計への繰出金の減額になります。

６款農林水産業費１項農業費３目の農業振興費１９節負担金補助及び交付金で４５３万
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５,０００円の減額となります。まず補助金で、青年就農給付金２２５万円の減額。これ

は２名分でして、１名については１年間分１５０万円の減額。これは平成２７年度の所得

基準をオーバーしたことによって対象にならなかったということ。それから、もう１名に

ついては、研修期間の延長に伴う下半期分の７５万円の減額。合わせて２２５万円。これ

は、歳入でも同額が出てきます。それから、新農業人育成事業２４３万５,０００円の減

額。これも２名ございまして、１名については経営自立補助金、固定資産税相当額の追加

でありまして１１万４,４００円。それから、もう１名につきましては農業経営開始奨励

金でしたが、平成２８年度当初予算では３００万円を見ておりましたけれども、営農実習

の延長に伴って新規就農というか、農業経営開始が平成２９年度にずれ込むということ

で、その分の３カ月分、４５万円の増と。差し引きで２４３万５,０００円の減額となり

ます。交付金ですが、今言いました説明の関係で、新農業人育成事業（営農指導）です

が、１名分、３カ月延びたことによって１５万円の追加の補正となります。

それから、２項林業費１目林業振興費１５節工事請負費５９万４,０００円の減額。治

山工事ですが、これは小規模治山、岡山地区の入札執行残となります。

１９節負担金補助及び交付金４５１万４,０００円の増。まず、負担金で、森林整備担

い手対策推進事業１０万１,０００円の減額は、これは確定見込みによる減額。補助金

で、未来につなぐ森づくり推進事業４６１万５,０００円は、ヤツバキクイムシの被害地

の再造林に係る準備地ごしらえ４１.８２ヘクタール分であります。

それから、７款商工費１項商工費２目の商工振興費１９節負担金補助及び交付金９６万

５,０００円。補助金ですが、中小企業融資制度の保証料の補給の追加分であります。融

資制度の利用増が見込まれるということでの追加の補正となります。

それから、８款土木費２項道路橋りょう費３目橋りょう維持費１３節委託料９１万４,

０００円。測量試験費ですが、実は上陸別橋と弥生橋の２橋ですが、ＰＣＢ等の含有調査

が出てきまして、その追加分であります。

それから、１５節工事請負費１,７７１万８,０００円の減額。これは、入札執行残であ

ります。新恩根内橋、弥生橋、２橋の減額。

それから、４目道路新設改良費１５節工事請負費２９８万３,０００円の減額。道路橋

りょう工事。これも入札執行残でありまして、道路改良工事２７４万１,０００円は町道

殖産４号線、町道川向伏古丹連絡線、２路線の入札残。それから、歩道改良工事２４万

２,０００円の減額も、町道通学道路の入札執行残であります。

それから、５目の街路灯費１５節工事請負費５８万２,０００円の減額。これは街路灯

改修ですが、町道駅南通り外工事で５８万２,０００円の減額。これも入札執行残となり

ます。

それから、４項住宅費２目の住宅建設費１３節委託料、実施設計１６７万４,０００円

の減額。これは、公営住宅新町団地のＯ棟、Ｐ棟、Ｑ棟、Ｒ棟の入札執行残であります。

それから、次のページ、１５節工事請負費９１３万７,０００円の減額ですが、公営住
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宅建設３２０万８,０００円の減額。これは、新町団地Ｎ棟、１棟２戸の入札執行残とな

ります。それから、公営住宅改修５７２万３,０００円の減額。緑町団地Ｗ棟、Ｘ棟、Ｙ

棟の外壁塗装、屋根防水工事の入札執行残。外構工事、新町団地Ｎ棟のところの入札執行

残１９万４,０００円の減額。支障物件移設工事、電話設備１万２,０００円の減額は、新

町団地の既設電話線の設備用の配管移設工事の入札執行残になります。

９款消防費１項消防費１目の消防費１９節負担金補助及び交付金。負担金、とかち広域

消防事務組合１７８万円の追加の補正ですが、これは常備消防、陸別消防署職員１６名分

の給与改定に係る人件費、それから４月１日の人事異動に係る分、それが１６１万５,０

００円。それから、車両の燃料費の追加分が１０万４,０００円。それから、電話料の不

足分６万２,０００円、合わせて１７８万１,０００円ですが、歳入として高速道路の支弁

金が１,０００円入ってきますので、それを差し引きしまして１７８万円の追加の補正と

なります。

１０款教育費１項教育総務費２目の事務局費。今回の予算は、今年度建設した教員住宅

１棟２戸の入札執行残とあわせて、今回、国の第２次補正予算で教員住宅１棟２戸分が予

算の内示がございました。したがって、その分との差し引きの補正となっております。平

成２９年度建設する教員住宅１棟２戸については、ただいま言いました国の第２次補正の

予算で執行しますので、繰越明許費というふうになります。まず、資料ナンバー１０に箇

所図がありますので、後ほどごらんいただきたいと思います。

１２節役務費３万円ですが、これは建設に係る建築確認申請２万円、建物保険料１万円

です。

それから、１３節委託料８万４,０００円の減額。実施設計ですが、これは平成２９年

度に建てる分の入札執行残となります。

それから、１５節工事請負費４,１３４万６,０００円。教員住宅建設４,１５４万１,０

００円ですが、まず１点目は、今年度建築した１棟２戸分の入札執行残が２４６万５,６

００円の減額、それから解体工事の入札執行残が９万５,９６０円、合わせて２５６万１,

５６０円の減額となります。それと、来年度建設する１棟２戸分の工事請負費が４,２０

０万円、それから解体工事分が２１０万２,０００円、合わせて４,４１０万２,０００円

で、先ほど言いました今年度の入札執行残を合わせ、２５６万１,５６０円を差し引き、

４,１５４万１,０００円の補正となります。それから、外構工事１９万５,０００円の減

額については、今年度の工事に係る入札執行残となります。

ちなみに、来年度建設予定の教員住宅に係る外構工事は、平成２９年度の当初予算で計

上を考えてございます。

次のページになります。

２項小学校費１目学校管理費、工事請負費で２０万５,０００円の減額。これも入札執

行残でありまして、学童保育所駐車場の工事の入札執行残であります。

それから、３項中学校費１目学校管理費１５節工事請負費４万３,０００円の減額。こ
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れも入札執行残でありまして、給食搬入搬出口の整備工事に係る残の補正となります。

４項社会教育費１目の社会教育総務費１９節負担金補助及び交付金１４万１,０００

円。文化団体活動推進事業でありますが、これは先ほど教育長の行政報告にございました

けれども、陸別小学校リコーダーアンサンブルクラブの児童７名、引率３名、合わせて１

０名の、１月１０日に札幌で開かれる全道大会出場に係る補助金となります。

それから、３目の文化財保護費４節共済費４,０００円の減額、社会保険料。

７節賃金、臨時作業員賃金２８万４,０００円の減額。

それから、次のページの１１節需用費、消耗品費３万円の減額は、埋蔵文化財の調査に

係る予算でありましたけれども、８月の台風、それから１１月の降雪ということで、今年

度未実施に終わりました。したがって、全額を減額補正するという内容です。

それから、１０款教育費５項の保健体育費１目の保健体育総務費１９節負担金補助及び

交付金３８万９,０００円。これも全国大会等参加事業ということで、教育長の行政報告

にございましたけれども、これはスポーツ少年団本部への補助金となります。先ほどもあ

りましたように、陸別の野球少年団、少女というのですか、２名が北海道の選抜チームの

一員に選出されたと。北海道選抜チームは選手１４名でございまして、十勝から４名、そ

の中の陸別から２名と、そういうことになります。したがって、補助金は参加する少年団

員２名分と引率の親御さん２名、合わせて４名分の補助金となります。全国大会は岡山県

倉敷市でやります。期間としては、前泊等を含めますと１２月２２日から１２月２７日

と、５泊６日の期間となります。

以上で歳出を終わりまして、歳入、７ページをお開きください。

１、歳入。

１款町税１項町民税１目個人。今回、現年課税分で７１５万５,０００円の追加の補正

となります。これは給与、農業所得の増に伴う補正。

２目の法人では、現年分で４４４万４,０００円の追加の補正。これは法人所得の増に

伴うものです。

それから、２項の固定資産税１目の固定資産税、現年分で１,３２７万６,０００円の補

正ですが、これは、評価がえに伴う増と北電の変電所移設に伴う償却資産の増が主な要因

となります。

それから、９款地方交付税１項地方交付税１目地方交付税、普通地方交付税で２,５８

５万２,０００円の減額となります。補正後で２２億５,６６６万１,０００円で、内訳が

普通交付税が２０億７,６６６万１,０００円、特別交付税で１億８,０００万円で、９,８

９０万１,０００円を留保しております。

それから、１２款使用料及び手数料１項使用料１目総務使用料５節の銀河の森宇宙地球

科学館等使用料で１８６万５,０００円。これは歳出でも説明したように、コテージの利

用者の増に伴う使用料の補正となります。

１３款国庫支出金１項国庫負担金１目の民生費負担金１節の社会福祉費負担金１０７万



― 38 ―

４,０００円。内訳としては、身体障害者自立支援医療費負担金１０５万円。これは人工

透析者１名増に係る国の２分の１分。それから、低所得者保険料軽減負担金２万４,００

０円。これは２分の１分の負担金ですが、対象者が当初２３３名から２４９名、１６名の

増となりました。この２万４,０００円は介護保険事業勘定特別会計への繰出金となりま

す。

それから、２節の児童福祉費負担金１１３万３,０００円。これは児童手当に係る追加

の補正となります。

それから、次のページになります。

２項の国庫補助金１目総務費補助金１節の総務管理費補助金３９万９,０００円。これ

は歳出で説明しましたマイナンバー制度における児童手当システム、国保システム、介護

保険システム、３分の２分、３９万９,０００円です。

それから、２目の民生費補助金１節の社会福祉費補助金１０万５,０００円の減額。ま

ずは臨時福祉給付金事務費補助金、これは電算分です。１００％補助、５０万８,０００

円です。権利擁護人材育成事業補助金６１万３,０００円の減額。実は、当初予算では補

助率１００％で見ておりましたけれども、結果として補助率が６６％ということで３４％

の減額となりました。それに伴う減額であります。

３目の土木費補助金１節の道路橋りょう費補助金８９４万７,０００円の減額。これは

橋梁３橋の事業費確定見込みによる減額。

それから、２節の住宅費補助金、社会資本整備総合交付金ですが、これも新町団地Ｎ棟

１棟２戸分ですが、事業費の確定見込みによる減額。

それから、４目の教育費補助金１節の教育総務費補助金１,５３９万３,０００円は、教

員住宅建設に係る補助金、平成２９年度分の建設に係る１棟２戸分の補助金となります。

それから、１４款道支出金１項道負担金１目の民生費負担金１節の社会福祉費負担金９

万６,０００円ですが、後期高齢者医療保険基盤安定負担金４４万１,０００円の減額。こ

れは保険料軽減分でして、道負担分４分の３分です。確定見込みによる減額。これは後期

高齢者の特別会計への繰出金となります。身体障害者自立支援医療費負担金５２万５,０

００円。これは人工透析者１名に係る４分の１分。それから、低所得者保険料軽減負担金

１万２,０００円。これは１６名の増で、道の負担割合４分の１分。これも介護保険事業

勘定特別会計への繰出金となります。

それから、２節の児童福祉費負担金２０万８,０００円については、児童手当に係る道

の負担金となります。

それから、１４款道支出金２項道補助金３目の衛生費補助金、保健衛生費補助金７万

１,０００円。実は、妊婦の通院に係る助成金ですが、北海道は今年度４月１日から制度

をスタートしました。したがって、町も実施しておりますので、その財源を使うというこ

とで、通院費助成への３分の１分、９人分になります。７万１,０００円。

それから、４目の農林水産業費補助金１節の農業費補助金２２５万円。新規就農総合支
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援事業補助金２名分、歳出と同額の２２５万円の減額です。

それから、２節の林業費補助金３７５万９,０００円の減額ですが、まず森林環境保全

整備事業補助金６６２万２,０００円の減額。これはヤツバキクイムシ被害にかかわる事

業の中止６３０万４,０００円も含んでおります。それから、未来につなぐ森づくり推進

事業補助金２７０万４,０００円。これは歳出でも説明しましたけれども、ヤツバキクイ

ムシ被害の再造林に係る準備地ごしらえ分です。それから、小規模治山事業岡山地区です

が、２０万１,０００円の事業確定による減額。エゾシカ被害防止緊急捕獲事業補助金３

６万円は、北海道の定額の補助金となります。

それから、１６款寄附金１項寄附金２目の指定寄附金１節の総務費寄附金１１万５,０

００円。ふるさと整備資金３件であります。

それから、２節の教育費寄附金１万円。教育振興資金ですが、寄附１件です。

それから、４節の災害復旧費寄附金２２３万４,０００円。これは８件であります。

１７款繰入金１項基金繰入金２目のいきいき産業支援基金繰入金、民間活用住宅建設事

業に充当８２０万円。

それから、３目のふるさと銀河線跡地活用等振興基金繰入金、旧鉄道林整備事業に充

当、７０万円の減額。これは、事業確定見込みによる減額。

それから、４目の町有林整備基金繰入金、町有林管理事業に充当、２０万円の減額。こ

れも事業確定見込みによる減額です。

それから、１９款諸収入５項雑入３目雑入７節の雑入９６５万９,０００円の補正です

が、森林保険金４８７万２,０００円。これは、平成２８年の気象災、２月の凍害による

カラマツの苗木の枯死、作集地区です。それから、平成２６年の寒害、恩根内地区ですけ

れども、アカエゾマツの苗木の枯死の保険金４８７万２,０００円です。それから、市町

村振興協会助成金、これは宝くじの助成金でありますが１００万円。ラコーム市姉妹提携

３０周年記念事業に１００万円を充当しております。それから、保険料解約金１８万４,

０００円は、先ほどの森林保険と同じ地区の解約金であります。それから、過年度負担金

精算金３６０万３,０００円は、とかち広域消防事務組合が今年度４月１日からスタート

しました。したがって、平成２７年度分の池北三町行政事務組合の消防費の精算分の戻し

入れ金であります。

それから、２０款町債１項町債４目の土木債、道路橋りょう債で６５０万円の減額。こ

こに記載のとおり、事業費確定見込みによるそれぞれの減額となりますし、上陸別橋改修

事業については、先ほど説明しましたＰＣＢの関係の事業の増に伴うもの。

それから、６目の教育債は教員住宅建設事業２,６６０万円となります。これは平成２

９年度建設分、１棟２戸に係る分。これは繰越明許費で、平成２９年度となります。

それでは、５ページをお開きください。

５ページ、まず第２表繰越明許費ですが、総務費、総務管理費、民間活用住宅建設事業

１,３８０万円。これは従業員用の住宅、単身者６戸分の住宅。
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それから、同じくその下、交流センター改修事業７８６万１,０００円。これは当初で

予算を計上しておりますけれども、受託者との協議の中で、利用者が少ない時期、その時

期を休館として工事をして進めてほしいという要望もございましたので、現在としては３

月中旬から４月中旬ぐらいまでを予定しておりますが、内容としては交流センター２階の

和室を除く床じゅうたんの張りかえと２階の照明ＬＥＤ化工事の内容になります。

それから、教育費、教育総務費、教員住宅建設事業、これは先ほども説明しました１棟

２戸分４,４１３万２,０００円であります。

それから、第３表地方債補正、追加ですが、まず追加の分は、学校教育施設等整備事

業、教員住宅建設事業２,６６０万円です。起債の方法、利率、償還の方法は、ここに記

載のとおりであります。

それから、変更ですが、まず辺地対策事業、補正前が限度額１,１９０万円、補正後が

８３０万円で３６０万円の減額となってございます。内訳として、新恩根内橋改修事業４

５０万円が２７０万円で１８０万円の減額。弥生橋改修事業で７４０万円が５６０万円、

１８０万円の減額となります。それから、過疎対策事業３億２,９６０万円が３億２,６７

０万円、２９０万円の減額となっております。

次のページをお開きください。

次のページの中段ほどに、上陸別橋改修事業１９０万円が２１０万円ということで、２

０万円の増。町道殖産４号線道路整備事業５,０６０万円が５,０３０万円で、３０万円の

減額。町道川向伏古丹連絡線改良事業５,０３０万円が４,７８０万円で、２５０万円の減

額。町道通学道路整備事業５２０万円が４９０万円、３０万円の減額となります。

以上で、議案第８４号を終わりまして、次に、議案第８５号に移ります。

議案第８５号平成２８年度陸別町の国民健康保険事業勘定特別会計補正予算（第３号）

は、次に定めるところによる。

歳入歳出予算の補正。

第１条第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後

の歳入歳出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」による。

事項別明細書、歳出、５ページをお開きください。

２、歳出。

２款保険給付費２項高額療養費１目一般被保険者高額療養費１９節負担金補助及び交付

金。このたび、高額療養費の増額が見込まれるということで、予算が不足するということ

で、今回２００万円ほど追加の補正をお願いいたしました。

以上で歳出を終わりまして、歳入、４ページをお開きください。

１、歳入。

９款繰越金１項繰越金１目繰越金、前年度繰越金２００万円を充当する予算でありま

す。繰越金の確定額が２,７５０万７,８６７円ですから、補正後の額１,６７８万９,００

０円を引いた１,０７１万８,８６７円を留保しております。
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以上で議案第８５号の説明を終わりまして、議案第８６号の説明に移ります。

議案第８６号平成２８年度陸別町の国民健康保険直営診療施設勘定特別会計補正予算

（第３号）は、次に定めるところによる。

歳入歳出予算の補正。

第１条第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後

の歳入歳出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」による。

それでは、事項別明細書、歳出、５ページをお開きください。

２、歳出。

１款総務費１項施設管理費１目一般管理費。現在、診療所の看護師ですが、１名が長期

の休職中。それと、今年度ですけれども、パートでいた臨時看護師が１名事情があって退

職されました。したがって、看護師が不足している状況がございますけれども、とりあえ

ず１１月１日から１月３１日までの３カ月間、臨時看護師１名を人材紹介所から派遣をし

ていただいて、インフルエンザ予防接種など外来業務、あと一部当直もございますが、そ

の業務を担っていただいております。

なお、それにかかわる予算としては、４節共済費、社会保険料３４万９,０００円、そ

れから９節の旅費２２万８,０００円のうち臨時看護師の赴任旅費１３万４,０００円、そ

れから役務費１３万７,０００円、それから労働者紹介手数料１０％分。

なお、賃金については、既定の予算内で執行しております。

９節の旅費で、臨時医師分で９万４,０００円の追加を今回させていただいておりま

す。実はＪＲが、スーパーおおぞら関係が運休をしているというようなことで飛行機で来

るケースが結構ございまして、それらに係る不足分の追加であります。

それから、１１節の１８万４,０００円。これは燃料費８万円、光熱水費１０万３,００

０円は見込みの増に伴う追加の補正です。

それから、１４節使用料及び賃借料で１５万４,０００円。まず賃借料で、車両借上料

１３万９,０００円。これは、先ほど説明しました臨時医師に係る送迎分ですが、ＪＲの

運休に伴う補正の増となります。それから、検査衣借上料１万５,０００円。実は、検査

の増に伴いまして、患者用の検査衣が不足しておりますので、それに係る借り上げ料とな

ります。

以上で歳出を終わりまして、歳入、４ページに移ります。

６款繰越金１項繰越金１目の繰越金、前年度繰越金８７万２,０００円の補正。確定額

が２,０９２万７,００５円ですが、補正後の額５１９万１,０００円を引いた１,５７３万

６,００５円を今、留保しております。

それから、７款の諸収入１項雑入１目雑入２節の雑入１７万９,０００円は、臨時看護

師１名の社会保険料等個人負担分であります。

以上で議案第８６号の説明を終わりまして、次に、議案第８７号の説明に移ります。

議案第８７号平成２８年度陸別町の簡易水道事業特別会計補正予算（第３号）は、次に
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定めるところによる。

歳入歳出予算の補正。

第１条第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後

の歳入歳出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」による。

地方債の補正。

第２条、地方債の変更は、「第２表地方債補正」による。

それでは、歳出、６ページをお開きください。

２、歳出です。

２款施設費１項施設管理費２目の施設新設改良費、委託料１８万１,０００円の減額

は、調査設計、新町２区の配水管新設工事に係る設計費。これは入札執行残です。

それから、１５節の工事請負費３０３万８,０００円の減額。配水管新設、これも入札

執行残でして、町道通学路配水管新設工事、町道下陸別連絡線の配水管新設工事、この２

路線に係る執行残となります。

以上で歳出を終わりまして、歳入、５ページに移ります。

４款繰入金１項他会計繰入金１目の一般会計繰入金、一般会計繰入金で、財政対策分で

１万９,０００円の減額。

７款町債１項町債１目の簡易水道事業債、配水管整備事業３２０万円の減額。これは事

業確定見込みによる減額でして、簡易水道事業債で１６０万円の減額、過疎債で１６０万

円の減額となります。

次に、４ページをお開きください。

４ページは、第２表地方債補正です。変更になります。

まず、過疎対策事業、補正前が限度額２,４００万円が補正後限度額２,２４０万円、１

６０万円の減額。この内訳の配水管整備１,８４０万円が１,６８０万円で、１６０万円の

減額。それから、簡易水道事業２,４００万円が２,２４０万円で、１６０万円の減額。そ

の下、配水管整備で１,８４０万円が１,６８０万円で、１６０万円の減額となります。利

率、補正前、補正後については、ここに記載のとおりであります。

以上で議案第８７号の説明を終わりまして、次に、議案第８８号に移ります。

議案第８８号平成２８年度陸別町の介護保険事業勘定特別会計補正予算（第２号）は、

次に定めるところによる。

歳入歳出予算の補正。

第１条第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後

の歳入歳出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」による。

それでは、事項別明細書、歳出、７ページをお開きください。

２、歳出。

１款総務費１項総務管理費１目一般管理費１９節負担金補助及び交付金の負担金７５万

６,０００円。北海道自治体情報システム協議会への負担金です。実は、ことしの９月７
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日に介護保険法施行令の一部を改正する政令が公布されまして、施行日は平成３０年４月

１日からになります。平成３０年というのは介護保険料の見直しの年になるわけですが、

その中で所得の中の合計所得金額から、まず長期譲渡所得と短期譲渡所得に係る特別控除

額、それから公的年金などに係る雑所得を控除した額を用いることとなったと。それで道

内では、自治体情報システム協議会の中の自治体によってはこのシステムを今年度、平成

２９年度から使う自治体と平成３０年度から使う自治体があるようです。陸別町は平成３

０年度から使う予定をしておりますけれども、今回、北海道自治体情報システム協議会と

して、１２月定例会で補正予算で統一して出そうと、そういったことになりました。それ

に係る介護保険システムの改修費の負担金になります。先ほど言いましたように、陸別町

は平成３０年度からこれを供用開始するということで、平成３０年度に使用するように設

定をするということになります。

それから、２款の保険給付費１項介護サービス等諸費１目の居宅介護サービス給付費１

９節負担金補助及び交付金１,６００万円の減額。保険給付費関係につきましては、資料

ナンバー１２－１をつけておりますので、後ほどごらんいただきたいと思います。それ

で、居宅介護サービス給付費、これはグループホーム「みどりハイツ」廃止に伴う影響で

して、当初２４名から１８名、６名の減額。１,６００万円の減額になります。

それから、２目の居宅介護サービス計画給付費１９節負担金補助及び交付金８２万９,

０００円の追加補正ですが、居宅介護サービス計画給付費で、当初４５名を見ておりまし

たけれども、見込み４８名ということで３名の増と。

それから、３目の施設介護サービス給付費１９節５６０万円ですが、これは老人福祉施

設、当初３８名を見ておりましたけれども４１名ということで３名の増。それから老健施

設、２名を見ておりましたけれども１名ということでマイナス１名、差し引き２名の増と

なります。

それから、２項の介護予防サービス等諸費１目の介護予防サービス給付費、１９節です

が１０万円の増。主にデイサービス利用者の増に伴うものでして、当初７名を見ておりま

したけれども１１名ということで４名の増。

それから、２目の介護予防サービス計画給付費１９節１万円。居宅介護サービス計画給

付費ですが、当初１９名でしたが１名増の２０人の見込みと。１万円の補正です。

それから、６項特定入所者介護サービス等費１目の特定入所者介護サービス費１９節４

４０万円の補正でありますが、しらかば苑で３２名見ておりましたけれども、見込みとし

て３７名、５名の増。町外の施設１名を見ておりましたけれども、２名ということで１名

の増。合わせて６名増の４４０万円の追加の補正となります。

３款の地域支援事業費３項包括的支援事業・任意事業費２目の任意事業費。地域支援事

業につきましては、資料ナンバー１２－２をつけておりますので、後ほどごらんいただき

たいと思います。委託料で２５万６,０００円、任意事業ですが、これは社会福祉協議会

に委託している事業でありまして、まず一つは給食サービス事業であります。利用者が当
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初９名を見ておりましたけれども、１４名の見込みということで５名の増と。それから、

もう一つは介護用品の給付事業でありますけれども、当初２２名を見ておりましたけれど

も、２６名の見込みということで４名の増と。合わせて２５万６,０００円の追加の補正

であります。

以上で歳出を終わりまして、歳入、４ページをお開きください。

１、歳入。

２款国庫支出金１項国庫負担金１目の介護給付費負担金、現年度分１２９万２,０００

円の減額。

それから、２項の国庫補助金１目の調整交付金４６万１,０００円の減額。

２目の地域支援事業交付金、現年度分、介護予防・日常生活支援総合事業以外の地域支

援事業１０万円。これは３９％分です。

それから、３目の事業費補助金１節の事業費補助金、システム改修事業補助金７５万

６,０００円の２分の１分、３７万８,０００円。

それから、３款道支出金１項道負担金１目の介護給付費負担金、現年度分３５万３,０

００円の減額。

それから、２項の道補助金１目の地域支援事業交付金、現年度分で介護予防・日常生活

支援総合事業以外の地域支援事業５万円、１９.５％分。

それから、４款の支払基金交付金１項支払基金交付金１目の介護給付費交付金、現年度

分で１４１万７,０００円の減額。

６款繰入金１項他会計繰入金１目の一般会計繰入金１節の介護給付費繰入金６３万３,

０００円の減額。

２節の事務費繰入金３７万８,０００円の追加の補正。

３節の地域支援事業繰入金４万９,０００円。介護予防・日常生活支援総合事業以外の

地域支援事業４万９,０００円。これは１９.５％分になります。資料では５万円となって

いるかと思いますが、事務費で１,０００円の減額がございますので、差し引き４万９,０

００円となります。

それから、４節低所得者保険料軽減繰入金４万６,０００円。これは国２分の１、道４

分の１、町４分の１分の４万６,０００円となります。

６款繰入金２項基金繰入金１目の介護給付費準備基金繰入金８９万４,０００円の減

額。基金に戻すということになります。これによって基金残高は１,１６８万２００円と

なります。

以上で、議案第８８号の説明を終わりまして、次に、議案第８９号の説明に移ります。

議案第８９号平成２８年度陸別町の後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）は、次

に定めるところによる。

歳入歳出予算の補正。

第１条第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後
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の歳入歳出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」による。

それでは、事項別明細書、歳出、５ページをお開きください。

２、歳出。

１款総務費１項総務管理費１目一般管理費、委託料２万円、健康診断等。当初５０名を

見ておりましたけれども、６０名の見込みということで１０名の増。その２万円の追加の

補正。

２款後期高齢者医療広域連合納付金１項後期高齢者医療広域連合納付金１目の後期高齢

者医療広域連合納付金ですが、１９節８６万２,０００円の減額。まず、事務費負担金２

７万３,０００円の減額。保険料等負担金５８万９,０００円の減額。実は、これも平成２

７年度の負担金の確定に伴う減額となります。

以上で歳出を終わりまして、歳入、４ページをお開きください。

１、歳入。

３款繰入金１項他会計繰入金１目事務費繰入金３０万２,０００円の減額であります。

事務費分としては２７万３,０００円、それから健診分で２万９,０００円の減額、合わせ

て３０万２,０００円になります。

それから、２目の保険基盤安定繰入金５８万９,０００円の減額。これは北海道が４分

の３分、町が４分の１分の負担となります。

それから、５款諸収入３項雑入１目雑入１節雑入。雑入ですが、健診に係る助成金の増

４万９,０００円であります。

以上で、議案第８４号から議案第８９号までの説明を終わります。

以後、御質問によってお答えをしたいと思っておりますので、御審議のほどよろしくお

願い申し上げます。

以上です。

○議長（宮川 寛君） 御苦労さまでした。

２時２０分まで、休憩いたします。

休憩 午後 ２時０６分

再開 午後 ２時２０分

○議長（宮川 寛君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。

これから、議案第８４号平成２８年度陸別町一般会計補正予算（第９号）の質疑を行い

ます。

第１条、歳入歳出予算の補正のうち、歳出の逐条質疑を行います。

事項別明細書は、１３ページからを参照してください。

２款総務費１３ページから１５ページ中段まで。

６番渡辺議員。

○６番（渡辺三義君） １３ページの２、歳出、２款総務費１項の総務管理費５目の財産

管理費で１７節財産の購入費ということで１７万３,０００円、見込まれております。今
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回、参考資料を見ましたら３,６５０平米弱ですか、購入されるということで、先ほど副

町長の説明にもありましたが、住宅地として考えているということで、これに関して予想

的な計画、図面とかそういうのは考えられているのか。

それと、もう１点、この参考資料を見ましたら、この辺の隣接する場所でまだこういう

購入されるような事業が発生するのかどうか、確認いたします。

○議長（宮川 寛君） 早坂総務課長。

○総務課長（早坂政志君） まず、公有財産の住宅用地の詳細については、まだこちらの

ほうでも決定をしておりませんので、住宅用地として、これから検討していくということ

になります。

それから、ほかの地区については、国のほうからまだ通知が来ておりませんので、今回

も、国のほうからの通知に基づきまして購入する意思を表明して、今回購入することに

なっております。また、使用されている建物もございますので、この後、国からの連絡等

がありましたら検討していきたいというふうに考えております。

○議長（宮川 寛君） ３番多胡議員。

○３番（多胡裕司君） それでは、１４ページの民間活用住宅建設事業１,３８０万円と

いうことですが、繰越明許費を使っての事業費かなと思われるわけなのですけれども、建

て主から、この事業を使いたいというのはいつごろあったのか、お話は。

それで、もう冬期間を迎えるわけなのですけれども、先般の臨時議会だとかそういうの

に、これはかけられなかったのか。そこら辺のことについてお尋ねをいたします。

○議長（宮川 寛君） 副島産業振興課長。

○産業振興課長（副島俊樹君） ただいまの御質問にお答えいたします。

この事業につきましては、１０月に入ってから、今年度中に建てたいという希望がある

ということでお話がありました。その際には、当時、この関係の予算が全部決まっており

まして、予算がないということで、通常でいけば１２月補正での対応になりますというこ

とで相手方にはお答えをしていたところでございます。

臨時議会にかけるかけないにつきましては、町のほうの事情もありまして、今回の補正

というふうになったところでございます。

○議長（宮川 寛君） ３番多胡議員。

○３番（多胡裕司君） 行政側の事情と。そうしたら、建て主側の事情もあると思うので

すよね。やはり早目にこれを、予算がなくても予算措置の対応、例えば外国人従業員の受

け入れということが３月に決まった段階で、発注元もこの事業に向かったと思うのですけ

れども。当然やはり冬期間の見積もりでは、相当な事業費の増になると思うのですよね。

そこら辺も鑑みて、これはきちっと早目に対処してやれば、もうとっくの間に基礎工事ぐ

らい行っていると思うのですけれどもね。そこら辺、もう少し早目の対応を町長もしくは

そこら辺できちっと話し合いをして、これは出すものは出すと。早目にやってやるのが私

はやっぱり町行政の立場ではないかなと思うのですけれども、もう一回お尋ねします。
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○議長（宮川 寛君） 佐々木副町長。

○副町長（佐々木敏治君） これについては、相手方の代表者、仲介に入っている団体の

代表者ですけれども、一応１２月で上げたいと。そういったことでお話をして了解をいた

だいて、今回、補正予算に上げたという、そういったことですので、御理解をいただきた

いと思います。

○議長（宮川 寛君） ほかに。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（宮川 寛君） なければ、次に、３款民生費１５ページ中段から１７ページ中段

まで。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（宮川 寛君） 次に、４款衛生費１７ページ中段から１８ページ中段まで。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（宮川 寛君） 次に、６款農林水産業費１８ページ中段から７款商工費１９ペー

ジまで。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（宮川 寛君） なければ、次に、８款土木費２０ページから２１ページ中段ま

で。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（宮川 寛君） 次に、９款消防費２１ページ中段から１０款教育費２４ページま

で。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（宮川 寛君） 次に、歳出全般について行います。

ただし、款を区切っての質疑は終わりましたので、他の款との関連あるもののみとしま

す。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（宮川 寛君） なければ、以上で歳出についての質疑は終わります。

次に、歳入全般について質疑を行います。

歳入の事項別明細書は、７ページから１２ページまでを参照してください。

３番多胡議員。

○３番（多胡裕司君） それでは、歳入全般についてお尋ねをいたします。

先ほどの専決処分の中で、今回の台風の被害によって避難勧告された方に対して１万円

の助成が出ております。それで、固定資産税の減免ということを考えたときに、今回、建

物に相当な被害が出ていますよね。それと農地。それで、固定資産税の減免ということは

災害等によって減免、天候の不順により著しく価値を減じた固定資産とうたっています。

今回、相当の被害が出た中で、ここら辺の対処、被害届が上がっていて、町行政側にも建

物及び農地等の被害の面積、いろいろきちっとした数字が出ていると思うのですけれど
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も、そこら辺きちっと精査、調査をしたのか。恐らく減免の措置に値する被害だと私は

思っております。

そこで、固定資産税の減免を受けようとする者は個人で納期までに申告しなさいとあり

ますけれども、被害が出た物件、また農地、そこら辺についてきちっと調査を行ったのか

どうかをお尋ねします。

○議長（宮川 寛君） 芳賀町民課長。

○町民課長（芳賀 均君） 建物に関しましては、栄町の地すべり災害によって全壊した

車庫、その現年度分の固定資産税の減免の措置をしております。その１件のみでありま

す。

以上であります。

○議長（宮川 寛君） 副島産業振興課長。

○産業振興課長（副島俊樹君） 農地につきましては、それぞれ大型の災害があった時点

で町のほうの関係機関を含めての調査、それと土地所有者からの申し出による報告で面積

などを確認して、あわせて現地に行って確認をしているところでございます。現在はその

ような時点でございます。

○議長（宮川 寛君） ３番多胡議員。

○３番（多胡裕司君） そこで、調査中でなくて、確定をしているものに対してはきちっ

と減免の措置をしないと、当町の場合は固定資産税の賦課期日というのは１月１日ですよ

ね。それで、今回も建物にしたって、このような大きな被害が出て、総額でやはり２,１

００万円ぐらいの被害が出ているのですよ、牛舎等。そこら辺きちっと調査をして、減免

の措置をきちっとしないと、私はいけないと思うのですよね。それがやはり町民に対して

のきちっとした対応だと私は思うのです。

それと、農地についても、調査して上がってきたところを見ましたではなくて、そこに

植えてある作物が何かということを考えなかったら、やはり今回だってビートの作付見て

も、陸別町全体で反収３トン３００ですよ。糖分が１６.１といういうことは、基準の評

価額を下回る額なのですよね。これで作物をつくってきちっと生産をして生活をしている

人が、町民税を払いたくても払えない場面も出てくるのではないですか。やはり収入が得

られないのですから。そういうこともきちっと早目に対処して、作物を収穫のときに見

て、農協と、ＪＡだとかそういうところと対応して、こういう形で減免額の措置をとると

か。それでなかったら、来年の農地の復旧もまだままならない段階で、きちっとそういう

ことを対応していただかないと私だめでないかとなと思うのですけれども、どうですか。

ただ見回ったではなくて、これは被害が出ているとなったら、そのとき既にそうやって減

免の措置をする。栄町の車庫が土砂でやられたと。それは減免の措置をしたと。では、農

家の建物がやられたときは減免措置しないのですか。どうですか。

○議長（宮川 寛君） 暫時休憩いたします。

休憩 午後 ２時３３分
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再開 午後 ２時３５分

○議長（宮川 寛君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。

答弁、佐々木副町長。

○副町長（佐々木敏治君） 議員の御指摘のとおりだと思っていますけれども、実態とし

ては農業関係については把握していないということもございます。ただ、細かい話が出て

きたというのは、今月の初めぐらいにそういう話が出てきて、今、担当レベルでは少なく

とも打ち合わせをしていると、そういったことに今なっているのが現状でありますので、

相手があれば、そことも情報収集しながら、庁舎内で検討、相手とも相談をしていきたい

と、そういうふうに思っております。

以上です。

○議長（宮川 寛君） ３番多胡議員。

○３番（多胡裕司君） 当然、農地等の流出によって農地でなくなったわけですから、農

地が復元するまでは、やはり減免の対象にするというのが他町村のあり方です。だから、

そこら辺もきちっと精査をして、早目にきちっとして、こういう形で災害になって大きな

被害が出たというときには、この町条例の規約、条例を飛び越えてでもやはりきちっとし

た対応を、今後出てこないよも限らないので、そういうこともきちっと精査をして、役場

職員がきちっと調査をして、実態を見て、それからきちっとした対応をとっていただきた

いと思います。

○議長（宮川 寛君） 佐々木副町長。

○副町長（佐々木敏治君） 町単独で調査をやるという場合、農協だとか普及所だとか、

そういったことを３者で合同して調査をして、あと、漏れがないか、そういう被災者から

の情報収集という、そういう段取りになっているかと思います。これは議員御存じだと思

うのですけれども。ただ、今言いましたように、町として、現在は庁舎内で協議をしてい

るところですから、農協とかそういったところからもお話をお伺いしながら対応を考えて

いきたいなと、そういうふうに思っております。

○議長（宮川 寛君） ほかに。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（宮川 寛君） なければ、以上で歳入についての質疑を終わります。。

次に、第２条繰越明許費、第３条地方債補正についての質疑を行います。

５ページから６ページを参照してください。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（宮川 寛君） 最後に、歳入歳出全般について質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（宮川 寛君） ないようでありますから、以上で質疑を終わります。

これから、討論を行います。討論はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）
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○議長（宮川 寛君） 討論なしと認めます。これで終わります。

これから、議案第８４号平成２８年度陸別町一般会計補正予算（第９号）を採決しま

す。

お諮りします。

本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（宮川 寛君） 異議なしと認めます。

したがって、議案第８４号は、原案のとおり可決されました。

これから、議案第８５号平成２８年度陸別町国民健康保険事業勘定特別会計補正予算

（第３号）の質疑を行います。

第１条、歳入歳出予算の補正全般について行います。

事項別明細書は、４ページから５ページまでを参照してください。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（宮川 寛君） なければ、これで質疑を終わります。

これから、討論を行います。討論はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（宮川 寛君） 討論なしと認め、これで終わります。

これから、議案第８５号平成２８年度陸別町国民健康保険事業勘定特別会計補正予算

（第３号）を採決します。

お諮りします。

本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（宮川 寛君） 異議なしと認めます。

したがって、議案第８５号は、原案のとおり可決されました。

これから、議案第８６号平成２８年度陸別町国民健康保険直営診療施設勘定特別会計補

正予算（第３号）の質疑を行います。

第１条、歳入歳出予算の補正全般について行います。

事項別明細書は、４ページから５ページまでを参照してください。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（宮川 寛君） これで質疑を終わります。

これから、討論を行います。討論はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（宮川 寛君） 討論なしと認め、これで終わります。

これから、議案第８６号平成２８年度陸別町国民健康保険直営診療施設勘定特別会計補

正予算（第３号）を採決します。

お諮りします。
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本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（宮川 寛君） 異議なしと認めます。

したがって、議案第８６号は、原案のとおり可決されました。

これから、議案第８７号平成２８年度陸別町簡易水道事業特別会計補正予算（第３号）

の質疑を行います。

第１条、歳入歳出予算の補正全般について行います。

事項別明細書は、５ページから６ページまでを参照してください。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（宮川 寛君） なければ、次に、第２条地方債の補正について質疑を行います。

４ページを参照してください。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（宮川 寛君） これで質疑を終わります。

これから、討論を行います。討論はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（宮川 寛君） 討論なしと認めます。これで終わります。

これから、議案第８７号平成２８年度陸別町簡易水道事業特別会計補正予算（第３号）

を採決します。

お諮りします。

本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（宮川 寛君） 異議なしと認めます。

したがって、議案第８７号は、原案のとおり可決されました。

これから、議案第８８号平成２８年度陸別町介護保険事業勘定特別会計補正予算（第２

号）の質疑を行います。

第１条、歳入歳出予算の補正全般について行います。

事項別明細書は、４ページから９ページまでを参照してください。

２番久保議員。

○２番（久保広幸君） ７ページ、歳出であります。２款保険給付費の１項介護サービス

等諸費１目居宅介護サービス給付費１９節負担金補助及び交付金で、居宅介護サービス給

付費の１,６００万円の減額でありまして、説明ではグループホーム「みどりハイツ」の

休止に伴います６人の方の利用減ということでありますが、この方々、６人については何

らかの次のサービスを受けているだろうと思うのですが、この収支の中では一般会計も含

めて今回の補正では見受けられないのですが、この６名の方の現在というのですか、処遇

についてお伺いいたします。

○議長（宮川 寛君） 丹野保健福祉センター次長。
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○保健福祉センター次長（丹野景広君） こちらにつきましては、北勝光生会の内部の事

業の中でやりくりをしていただいているということになりまして、町のお金が今のところ

出動するような状況には至っていないということになります。補正についてはないという

ことになります。

○議長（宮川 寛君） ２番久保議員。

○２番（久保広幸君） そうしましたら、当然サービスが変わるわけですから、最低でも

目が変わるだろうと思うのですが、それぞれサービス事業者のほうで相殺していると。増

減がある中で、そこの中で埋めているということですか。

○議長（宮川 寛君） 丹野保健福祉センター次長。

○保健福祉センター次長（丹野景広君） 今のところは、大変申しわけないのですが、法

人の中で整理されている内容について詳しくは存じ上げておりませんので、今のところ答

弁はこの程度になります。

以上です。

○議長（宮川 寛君） ほかに。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（宮川 寛君） なければ、これで質疑は終わります。

これから、討論を行います。討論はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（宮川 寛君） 討論なしと認め、これで終わります。

これから、議案第８８号平成２８年度陸別町介護保険事業勘定特別会計補正予算（第２

号）を採決します。

お諮りします。

本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（宮川 寛君） 異議なしと認めます。

したがって、議案第８８号は、原案のとおり可決されました。

これから、議案第８９号平成２８年度陸別町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１

号）の質疑を行います。

第１条、歳入歳出予算の補正全般について行います。

事項別明細書は、４ページから５ページを参照してください。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（宮川 寛君） なければ、これで質疑を終わります。

これから、討論を行います。討論はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（宮川 寛君） 討論なしと認め、これで終わります。

これから、議案第８９号平成２８年度陸別町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１
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号）を採決します。

お諮りします。

本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（宮川 寛君） 異議なしと認めます。

したがって、議案第８９号は、原案のとおり可決されました。

────────────────────────────────────

◎散会宣言

────────────────────────────────────

○議長（宮川 寛君） 以上で、本日の日程は全て終了いたしました。

本日は、これにて散会いたします。

散会 午後 ２時４６分


